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埼経協ニュース397号

平
成
二
九
年
新
年
会
員
懇
談
会
は
一
月

十
一
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
か
ら
十
七
時
ま

で
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
ご
来
賓
の
方
々
な
ら

び
に
会
員
を
合
わ
せ
て
三
四
〇
名
で
あ
っ

た
。（
ご
来
賓
の
ご
芳
名
は
四
頁
に
掲
載
）

特
別
講
演
は
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学

研
究
科
教
授

三
品
和
広
氏
が
「
高
収
益

事
業
の
創
り
方
」と
題
し
て
講
演
。
成
功
・

失
敗
両
面
の
数
多
く
の
事
例
分
析
に
基
づ

く
実
践
的
な
戦
略
論
は
示
唆
に

富
ん
だ
内
容
で
あ
っ
た
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の

通
り

【
第
一
部挨

拶
・
講
演
の
部
】

開
会
挨
拶

上
條
正
仁
会
長

（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

上
條
会
長
は
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
、
平
成
二
九
年
の
経
済
見
通
し
等
に
触

れ
ら
れ
た
後
に
、
今
後
の
企
業
経
営
に
つ

い
て
以
下
の
通
り
話
さ
れ
た
。

今
年
の
経
営
環
境
は
、変
化
の
大
き
さ
・

ス
ピ
ー
ド
が
ま
す
ま
す
拡
大
・
加
速
す
る
、

ま
さ
に
�
変
化
が
常
態
化
す
る
�
状
況
に

あ
る
。
経
営
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
変
化

を
好
機
と
捉
え
、
将
来
の
成
長
へ
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
経
営
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。
見

通
し
に
く
い
変
化
の
時
代
に
、
企
業
の
持

続
的
な
成
長
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

前
向
き
な
気
持
ち
で
変
化
に
臆
す
る
こ
と

な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
が
極
め
て
重

要
。
良
い
意
味
で
の
楽
観
主
義
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す
勇
気
そ
し

て
将
来
に
向
け
た
実
行
が
現
下

の
企
業
経
営
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。実

際
は
、
変
化
は
リ
ス
ク
と

考
え
て
い
る
経
営
者
が
多
い
こ

と
と
思
う
が
、
し
か
し
変
化
と

は
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
リ
ス

ク
で
は
な
く
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
実
は
、
変
化
、
英

語
で
い
え
ば
、「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」の「
Ｇ
」

を
「
Ｃ
」
に
変
え
る
と
、「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」

と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
、
言
葉
の
遊
び
と

思
わ
ず
に
、
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
は
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ｃ
Ｅ
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、
是
非
と
も
、

「
楽
観
主
義
、
勇
気
、
そ
し
て
実
行
」
を

念
頭
に
経
営
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

来
賓
挨
拶

埼
玉
県
知
事

上
田

清
司
氏

財
務
省
関
東
財
務
局
長

小
野

尚
氏

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長田

畑

一
雄
氏

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長関

根

郁
夫
氏

連
合
埼
玉
会
長

小
林

直
哉
氏

来
賓
ご
紹
介

特
別
講
演

演
題
「
高
収
益
事
業
の
創
り
方
」

講
師

神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究

科
教
授

三
品

和
弘
氏

【
第
二
部
懇
親
パ
ー
テ
イ
ー
の
部
】

開
宴
挨
拶

満
岡

隆
一
副
会
長

（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱

取
締
役
専
務
執
行
役
員
）

来
賓
祝
辞さ

い
た
ま
市
長

清
水

勇
人
氏

乾
杯

埼
玉
大
学
学
長

山
口

宏
樹
氏

懇
談

閉
宴
挨
拶

石
井

進
副
会
長

（
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

平平
成成
二二
九九
年年
新新
年年
会会
員員
懇懇
談談
会会

三三
四四
〇〇
名名
のの
参参
加加
者者
をを
得得
てて
盛盛
大大
にに
開開
催催

特別講演
「「「「「「「「「「「「「「
高高高高高高高高高高高高高高
収収収収収収収収収収収収収収
益益益益益益益益益益益益益益
事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業
のののののののののののののの
創創創創創創創創創創創創創創
りりりりりりりりりりりりりり
方方方方方方方方方方方方方方
」」」」」」」」」」」」」」
とととととととととととととと
題題題題題題題題題題題題題題
しししししししししししししし
てててててててててててててて

神神神神神神神神神神神神神神
戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸
大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学
大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学
院院院院院院院院院院院院院院
経経経経経経経経経経経経経経
営営営営営営営営営営営営営営
学学学学学学学学学学学学学学
研研研研研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究究究究究
科科科科科科科科科科科科科科
教教教教教教教教教教教教教教
授授授授授授授授授授授授授授

三三三三三三三三三三三三三三
品品品品品品品品品品品品品品
和和和和和和和和和和和和和和
広広広広広広広広広広広広広広
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏
がががががががががががががが
講講講講講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演演演演演

新年会員懇談会

開会挨拶をする上條正仁会長

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’17 月号

日本経団連 埼玉

2・3
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会会場場
ススナナッッププ

340名の参加者を得て盛大に
開催された新年会員懇談会

来
賓
挨
拶

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

来
賓
挨
拶

小
野

尚
関
東
財
務
局
長

来
賓
挨
拶

田
畑
一
雄
埼
玉
労
働
局
長

来
賓
挨
拶

関
根
郁
夫
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

来
賓
挨
拶

小
林
直
哉
連
合
埼
玉
会
長

来賓の方々（左から）
中村雅範埼玉県産業技術総合センター長
織田秀明（公財）埼玉県産業振興公社理事長
渡辺 充埼玉県産業労働部参事兼副部長

後閑 博埼玉県信用保証協会会長
三浦宜彦埼玉県立大学学長
菊池眞紀埼玉経済同友会代表幹事
星野 進埼玉県中小企業団体中央会会長
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目

次

頁

�
平
成
二
九
年
新
年
会
員
懇
談
会

一

�
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
埼
玉
県

開
催
決
定

五

�
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ

ー
ド
二
〇
一
七
表
彰
式

六

�
女
子
高
生
の
働
き
続
け
る
意
欲
育

成
推
進
事
業

八

�
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦

十

�
秋
季
・
春
季
地
区
協
議
会

十
二

�
第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
五

�
第
十
三
回
・
第
十
四
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー

十
六
・
十
七

�
年
末
調
整
・
給
与
計
算
実
務
セ
ミ

ナ
ー

十
七

�
労
働
法
実
務
対
策
法
講
座

十
八

�
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

十
九

�
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

二
〇

�
第
五
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

二
一

�
働
く
女
性
応
援
講
座

二
二

�
四
半
期
企
業
経
営
動
向
調
査

二
三

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の

広
場

二
六

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ二

七

�
第
十
五
回
渋
沢
栄
一
賞
表
彰
式二

八

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

二
九

�
企
業
経
営
者
と
生
徒
・
保
護
者
・

教
員
に
よ
る
四
者
面
談
会

三
〇

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

三
一

�
青
年
経
営
者
部
会

三
二

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

三
四

�
事
業
だ
よ
り
、
広
告

三
五

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

三
六

講演する三品和広氏講演風景講演謝辞を述べる藤池誠治副会長

懇親パーティーの部開宴挨拶
満岡隆一副会長

来賓祝辞
清水勇人さいたま市長

乾杯挨拶
山口宏樹埼玉大学学長

閉会挨拶
石井 進副会長

懇談風景
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▽
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

《
講
師
》

▽
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科

教
授

三
品
和
広

《
国
関
係
》

▽
財
務
省
関
東
財
務
局関

東
財
務
局
長

小
野

尚

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
長

川
瀬

透

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
次
長

寺
田
早
苗

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
財
務
広
報
相
談
室
長

櫻
井
雅
和

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
次
長

高
橋
一
夫

▽
独
立
行
政
法
人
造
幣
局

さ
い
た
ま
支
局
長

郷

佳
也

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

田
畑
一
雄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局総

務
部
長

坂
田
善
廣

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
調
整
官

新
井
孝
男

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局総

務
課
長

小
久
保
勉

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
課
長

中
島
俊
広

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
室
長

布
川
裕
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
長

神
戸

崇

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局監

督
課
長

子
安
成
人

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局賃

金
室
長

野
中
信
孝

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

健
康
安
全
課
長

布
施
武
雄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
災
補
償
課
長

東
條
比
呂
司

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
長

平
川
雅
浩

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
課
長

進
藤
容
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
対
策
課
長

森
田
哲
也

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

地
方
訓
練
受
講
者
支
援
室
長

渋
沢
修
一

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

需
給
調
整
事
業
課
長

倉
林
正
彰

▽
日
本
銀
行

調
査
統
計
局
調
査
主
幹
・

埼
玉
県
経
済
総
括

清
水
雅
之

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
課
長

田
村
慎
一

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
班
長

下
村
孝
史

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

理
数
学
習
推
進
部
才
能
育
成
グ
ル
ー
プ

調
査
役

小
川
千
津

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

理
数
学
習
推
進
部
才
能
育
成
グ
ル
ー
プ

主
任
調
査
員

藤
井
春
彦

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

参
事
兼
副
部
長

渡
辺

充

▽
産
業
労
働
部

雇
用
労
働
局
長

江
森
光
芳

▽
産
業
労
働
部

産
業
支
援
課
長

増
田
文
之

▽
産
業
労
働
部シ

ニ
ア
活
躍
推
進
課
長

野
尻
一
敏

▽
産
業
労
働
部ウ

ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
長

犬
飼
典
久

▽
産
業
労
働
部

産
業
人
材
育
成
課
長

吉
田
雄
一

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

中
村
雅
範

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

企
画
・
総
務
室
長

正
能
修
一

▽
埼
玉
県
議
会

副
事
務
局
長

下
田
正
幸

▽
県
民
生
活
部

国
際
課
長

小
池
要
子

▽
県
民
生
活
部共

助
社
会
づ
く
り
課
長

影
沢
政
司

▽
埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

関
根
郁
夫

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

部
長

古
川
治
夫

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部副

部
長

渡
邉

亮

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
県
立
学
校
人
事
課

課
長

小
島
克
也

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

課
長

羽
田
邦
弘

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
県
立
学
校
人
事
課

学
校
管
理
幹

高
岡

豊

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
県
立
学
校
人
事
課

学
校
評
価
幹

加
藤
秀
昭

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

教
育
指
導
幹

浅
海
純
一

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
幹

上
松
寿
明

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

堀
口
利
樹

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
査

野
沢
英
則

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

中
村
洋
子

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

寺
田
貢
紀

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

坂
本
順
一

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

田
島
慎
吾

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー所

長

武
内
道
郎

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
主
幹

佐
藤
智
明

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

安
原
好
夫

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

斎
藤

実

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

柳
沢
幸
一

▽
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

人
材
開
発
部
長

野
口
典
孝

▽
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

主
幹

松
本

正

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

理
事
長

小
島
敏
男

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

事
務
局
長

加
藤
哲
之

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽（
一
社
）埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
長

佐
伯
鋼
兵

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事

川
上
和
宏

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会会

長

星
野

進

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

専
務
理
事

渡
部
貞
一

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

加
藤
喜
久
雄

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

菊
池
眞
紀

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

後
閑

博

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

理
事
長

織
田
秀
明

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長

相
川

博

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

業
務
執
行
理
事
兼
事
務
局
長

吉
田
幸
司

▽（
一
社
）埼
玉
県
物
産
観
光
協
会

事
務
局
長

廣
野
光
明

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

理
事
長

山
縣
秀
司

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

監
事

江
田
元
之

▽（
公
財
）産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事
務
所

所
長

齋
藤
明
男

▽
埼
玉
県
生
産
性
本
部

事
務
局
長

加
藤

孝

▽（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
埼

玉
支
部

埼
玉
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

所
長

松
山
玲
子

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会専

務
理
事

神
山
哲
雄

《
経
済
界
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
副
社
長
兼
執
行
役
員

岩
田
一
男

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員

増
田
賢
一
朗

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

藤
田
正
幸

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長前

田
哲
哉

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長醍

醐
尚
人

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
北
地
域
営
業
本
部
長

山
嵜
浩
一

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
営
業
サ
ポ
ー
ト
本
部
副
本
部
長

直
江

大

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

広
川
正
則

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
営
業
本
部
長
兼
公
共
法
人
部
担
当

浅
香
哲
也

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行公

共
法
人
部
長

持
田
光
司

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行県

庁
支
店
長

鈴
木
俊
太
郎

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

さ
い
た
ま
営
業
部
長

加
藤
一
弘

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行大

宮
西
支
店
長

柚
木

馨

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

白
井
利
幸

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

赤
城
功
一

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

小
山
和
也

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行地

域
サ
ポ
ー
ト
部
長

貝
沼

勤

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

地
域
サ
ポ
ー
ト
部
公
務
室

室
長

森
山
誠
一

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

執
行
役
員
本
店
営
業
部
長

齊
藤
政
春

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学

学
長

山
口
宏
樹

▽
埼
玉
大
学

理
事
・
副
学
長

佐
藤
勇
一

▽
埼
玉
大
学

理
事

吉
澤
雅
隆

▽
埼
玉
大
学

研
究
協
力
部
長

亀
山
輝
男

▽
埼
玉
大
学

参
事
役

星
野
雅
志

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

松
岡
浩
司

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
セ

ン
タ
ー
産
学
官
連
携
推
進
部
門
長

小
林
裕
一

▽
も
の
つ
く
り
大
学

理
事
長

長
谷
川
真
一

▽
も
の
つ
く
り
大
学

学
長

赤
松

明

▽
も
の
つ
く
り
大
学

専
務
理
事

北
尾
美
成

▽
埼
玉
県
立
大
学

理
事
長

江
利
川
毅

▽
埼
玉
県
立
大
学

学
長

三
浦
宜
彦

▽
埼
玉
県
立
大
学

副
局
長

秋
葉
豊
二

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

会
長

小
林
直
哉

▽
Ｊ
Ａ
Ｍ
埼
玉

会
長

谷
内

聡

▽
中
央
労
働
金
庫
埼
玉
県
本
部本

部
長

宮
本
重
雄

▽
全
労
済
埼
玉
県
本
部

本
部
長

横
田
行
秀

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

永
田
信
雄

《
報
道
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

小
川
秀
樹

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社編

集
局
経
済
部
記
者

三
宅
芳
樹

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社編

集
局
経
済
部
記
者

小
林
哲
伸

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉

常
務
取
締
役

小
嶋
一
晃

▽
日
本
放
送
協
会さ

い
た
ま
放
送
局
長

松
岡
健
三

▽
日
本
経
済
新
聞
社さ

い
た
ま
支
局
長

深
沢

潔

▽
産
経
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

杉
山

広

▽
日
刊
工
業
新
聞
社さ

い
た
ま
総
局
長

川
瀬

治

▽
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

岩
﨑
俊
彦

《
関
係
団
体
》

▽Great
Place

to
W
ork®

Institute
Japan

副
代
表

平
田
英
司

▽Great
Place

to
W
ork®

Institute
Japan

佐
藤
裕
子

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

理
事

加
地
照
子

来来
賓賓
にに
各各
界界
かか
らら
多多
士士
済済
々々

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
開
催
日
現
在
）
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全
国
の
高
校
生
等
が
都
道
府
県
を
代

表
し
て
科
学
の
思
考
力
・
技
能
を
チ
ー

ム
で
競
う
「
科
学
の
甲
子
園
全
国
大

会
」（
主
催
�
科
学
技
術
振
興
機
構
�

Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
九
年

度
（
第
七
回
）
か
ら
平
成
三
十
一
年
度

（
第
九
回
）
ま
で
の
三
年
間
の
開
催
地

が
、
埼
玉
県
に
決
定
し
た
。

同
大
会
は
科
学
技
術
振
興
機
構
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
大
会
で
、
各
都
道
府

県
大
会
（
主
催
�
各
教
育
委
員
会
）
で

優
勝
し
た
高
校
の
代
表
生
徒
六
名
〜
八

名
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
筆
記
競
技
（
数

学
・
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学
・
情

報
）
と
実
技
競
技
（
三
競
技
）
を
行
い
、

総
合
点
で
日
本
一
の
高
校
を
目
指
す
大

会
で
、
埼
玉
県
で
の
開
催
は
初
め
て
。

第
七
回
大
会
は
平
成
三
十
年
三
月
下
旬
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
と
さ
い
た
ま
市

記
念
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
。

本
会
は
、
同
大
会
の
趣
旨
に
賛
同
し

第
四
回
大
会
か
ら
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
り
、
第
五
回
大
会
か
ら
は
県
大
会
か

ら
全
国
大
会
ま
で
通
し
て
協
賛
す
る
企

業
を
募
り
、
会
員
企
業
五
社

か
ら
ご
協
賛
を
い
た
だ
い
た
。

本
年
実
施
さ
れ
る
第
六
回
大

会
で
も
六
社
・
一
大
学
の
協
賛
を
い
た

だ
く
な
ど
、
将
来
の
本
県
の
産
業
を
担

う
人
材
育
成
に
向
け
た
産
学
連
携
に
よ

る
科
学
技
術
教
育
の
推
進
に
寄
与
し
て

き
た
。

開
催
地
決
定
の
理
由
は
「
産
学
官
連

携
に
よ
る
持
続
可
能
で
地
方
色
豊
か
な

運
営
」
を
ポ
イ
ン
ト
に
埼
玉
県
教
育
委

員
会
が
全
国
大
会
誘
致
を
提
案
し
た
こ

と
、
本
会
、
埼
玉
大
学
な
ど
産
学
官
が

連
携
し
て
大
会
運
営
に
臨
む
姿
勢
と
こ

れ
ま
で
の
教
育
に
対
す
る
産
学
連
携
の

実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
埼

玉
県
出
身
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
（
大

村
智
教
授
、
梶
田
隆
章
教
授
）
の
講
演

会
開
催
や
、
鉄
道
博
物
館
と
連
携
し
た

集
客
施
策
の
実
施
な
ど
具
体
的
・
独
創

的
な
内
容
も
高
く
評
価
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

埼
玉
県
で
の
開
催
が
決
定
し
た
こ
と

に
よ
り
、
本
県
に
お
い
て
も
科
学
技
術

立
県
と
し
て
科
学
系
人
材
の
育
成
の
機

運
が
一
層
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
第
七
回
大
会
に
お
い
て
は
、
協
働

パ
ー
ト
ナ
ー
数
社
と
協
賛
企
業
二
十
社

程
度
の
募
集
を
募
る
予
定
で
あ
る
。
引

き
続
き
多
く
の
企
業
の
ご
協
賛
を
お
願

い
し
た
い
。

「
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
が

埼
玉
県
で
開
催
」

第
七
回
〜
九
回
（
2
0
1
7
〜
19
年
度
）

第
六
回

（
2
0
1
7
年
）

第
五
回

（
2
0
1
6
年
）

第
四
回

（
2
0
1
5
年
）

第
三
回

（
2
0
1
4
年
）

第
二
回

（
2
0
1
3
年
）

第
一
回

（
2
0
1
2
年
）

開
催
回（
年
）

〈
こ
れ
ま
で
の
全
国
大
会
出
場
校
〉

県
立
浦
和
高
等
学
校

私
立
開
智
高
等
学
校

県
立
大
宮
高
等
学
校

県
立
大
宮
高
等
学
校

県
立
大
宮
高
等
学
校

県
立
浦
和
高
等
学
校

（
全
国
大
会
優
勝
）

代
表
校

㈱ユーグレナ 代表取締役社長
出雲 充氏

演題「僕はミドリムシで世界を
救うことに決めました。」

東京大学宇宙線研究所 准教授
大内 正己氏

演題「科学好き高校生のための
「宇宙研究最前線」」

特別講演会講師
第6回大会第5回大会

特
別
講
演
会
の
様
子

（
第
6
回
県
大
会
）

第6回埼玉県大会第5回埼玉県大会
協
賛
5
社
の
社
名
（
掲
出
）

集
合
写
真
（
第
5
回
）

協
賛
7
社
の
社
名
（
掲
出
）

集
合
写
真
（
第
6
回
）
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埼
玉
県
教
育
委
員
会
と
本
会
の
共
催

に
よ
る
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア

ワ
ー
ド
2
0
1
7
表
彰
式
が
二
月
三
日

㈮
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

今
日
、
若
者
一
人
一
人
の
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
向
け
、
必
要
な
基
盤
と

な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
一
方
、

産
業
界
に
お
い
て
も
学
校
教
育
活
動
に

対
す
る
支
援
を
含
め
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の

推
進
に
関
す
る
社
会
的
要
望
や
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
各
校
が
こ
れ
ま
で
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
の
中
で
培
わ
れ
継

続
・
蓄
積
さ
れ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
教

育
財
産
で
あ
り
、
県
立
高
校
と
企
業
が

連
携
し
た
産
業
人
材
育
成
の
取
組
は
、

産
学
連
携
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
あ
る
。

本
表
彰
式
は
、
そ
の
取
組
の
中
か
ら

優
れ
た
実
践
に
対
し
て
、
支
援
す
る
企

業
と
学
校
双
方
を
表
彰
す
る
こ
と
で
本

県
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
よ
う
と
埼

玉
県
教
育
委
員
会
と
本
会
が
実
施
し
て

お
り
、
今
回
で
四
回
目
と
な
る
。

当
日
は
県
教
育
委
員
会
教
育
長

関

根
郁
夫
氏
、
県
立
学
校
部
長

古
川
治

夫
氏
、
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

長

羽
田
邦
弘
氏
、
本
会
会
長

上
條

正
仁

他
企
業
関
係
者
並
び
に
学
校
関

係
者
総
勢
約
七
十
七
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
。

最
優
秀
賞
に
は
株
式
会
社
ビ
ー
・
ア

ン
ド
・
プ
ラ
ス
（
と
き
が
わ
町
）
と
県

立
川
越
工
業
高
校
が
協
同
で
取
り
組
ん

だ
『
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
に
よ
る
鉄
道
走

行
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
が
選
ば
れ
た
。

同
校
で
は
電
気
科
の
課
題
研
究
（
電

車
班
）
の
授
業
で
三
年
生
十
二
名
が
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
（
非
接
触
）
給
電
の
技
術

開
発
を
行
っ
て
い
る
㈱
ビ
ー
・
ア
ン
ド
・

プ
ラ
ス
の
協
力
を
得
て
、
大
容
量
で
急

速
充
電
が
で
き
る
蓄
電
装
置
キ
ャ
パ
シ

タ
（Panasonic

社
製
）
を
活
用
し
、

架
線
が
無
く
て
も
走
行
で
き
る
夢
の
電

車
を
製
作
し
よ
う
と
い
う
課
題
に
取
り

組
ん
だ
。
実
際
の
線
路
を
走
行
で
き
る

電
車
の
よ
う
な
大
き
な
製
作
を
行
う
に

は
教
員
で
は
指
導
し
き
れ
な
い
。
他
で

類
を
見
な
い
新
た
な
題
材
で
あ
り
企
業

の
協
力
な
し
で
は
成
し
え
な
い
部
分
が

あ
る
。
学
校
内
だ
け
で
は
学
べ
な
い
最

先
端
の
技
術
を
企
業
の
技
術
者
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
、
困
難
な
課
題
に
挑
戦

し
た
経
験
は
将
来
の
産
業
人
材
育
成
に

お
い
て
も
貴
重
な
取
組
と
な
っ
た
。
結

果
、
同
校
の
文
化
祭
に
お
い
て
、
敷
地

内
に
敷
設
し
た
線
路
で
お
客
を
乗
せ
て

走
行
す
る
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
単
な
る
知
識
や
技
能
の

指
導
だ
け
で
な
く
、
職
業
人
と
し
て
新

た
な
技
術
・
困
難
な
課
題
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
と
す
る
「
も
の
づ
く
り
」
へ

の
情
熱
、
責
任
感
を
醸
成
さ
せ
な
が
ら

社
会
性
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
取
り
組

み
で
あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

優
秀
賞
は
、
三
つ
の
取
組
が
受
賞
し

た
。ま

ず
、
あ
け
ぼ
の
1
2
3
株
式
会
社

の
協
力
を
得
て
県
立
羽
生
ふ
じ
高
等
学

園
が
協
同
で
取
り
組
ん
だ
『
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、

特
性
を
生
か
し
て
1
0
0
％
企
業
就
労

を
目
指
す
』
が
選
ば
れ
た
。

地
元
企
業
の
協
力
を
得
て
職
場
実
習

を
体
系
的
に
取
り
組
ん
だ
実
践
で
あ
る
。

職
場
実
習
先
と
し
て
の
連
携
だ
け
で
な

く
、企
業
も
学
校
が
目
指
す�
働
く
力
�

の
育
成
を
支
援
し
、
開
校
以
来
初
の
企

業
就
労
率
1
0
0
％
を
達
成
し
た
。
地

域
社
会
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
、
企
業

と
学
校
が
共
に
密
接
な
連
携
関
係
を
も

っ
て
指
導
し
た
実
践
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
二
組
目
の
優
秀
賞
は
、
株

式
会
社
丸
浜
設
計
舎
、
株
式
会
社
グ
ロ

ー
バ
ル
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
株
式
会
社
ウ

ェ
ー
ブ
、
株
式
会
社
や
ま
の
は
、
児
玉

設
備
工
業
、
藤
原
産
業
株
式
会
社
の
6

社
の
協
力
を
得
て
県
立
児
玉
白
楊
高
等

学
校
が
協
同
で
取
り
組
ん
だ
『
地
域
密

着
型
の
産
学
官
連
携
「
教
育
支
援
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト“A

CTION
Re‐A

C-
TION

EDUCA
TION”~ICT

を
活

用
し
た
近
未
来
型
庭
園
を
創
る
！
高
校

生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
未
来
の
農
業
の
在

り
方
を
変
え
る
〜
』
が
選
ば
れ
た
。

埼埼
玉玉
県県
キキ
ャャ
リリ
アア
教教
育育
実実
践践
アア
ワワ
ーー
ドド

22
00
11
77
表表
彰彰
式式
開開
催催最優秀賞を受賞した皆さん

■県教育委員会 関根郁夫教育長（前列中央右）
■埼玉県経営者協会 上條正仁会長（前列中央左）
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農
業
科
と
工
業
科
の
生
徒
が
連
携
し
、

地
域
企
業
6
社
の
協
力
を
得
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
半
自
動
灌
水
シ
ス
テ
ム
等

を
備
え
た
庭
園
を
デ
ザ
イ
ン
し
制
作
し

た
実
践
で
あ
る
。
生
徒
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
具
現
化
す
る
庭
園
制
作
の
課
題
に
対

し
て
、
企
業
と
生
徒
が
相
互
に
意
見
交

換
し
取
り
組
ん
だ
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、
生
徒
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
社
会

が
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る
新
た
な
教
育
モ

デ
ル
の
実
践
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

三
組
目
の
優
秀
賞
は
、
番
場
商
店
街

振
興
組
合
の
協
力
を
得
て
県
立
秩
父
農

工
科
学
高
等
学
校
が
協
同
で
取
り
組
ん

だ
『
空
き
店
舗
の
有
効
活
用
〜
農
工
チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
〜
』
が
選

ば
れ
た
。

地
元
の
番
場
商
店
街
振
興
組
合
と
協

力
し
、
将
来
の
地
域
社
会
や
経
済
の
担

い
手
育
成
に
取
り
組
ん
だ
実
践
で
あ
る
。

商
店
街
の
空
き
店
舗
の
有
効
活
用
を
企

画
し
、
販
売
実
習
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
な

ど
生
徒
主
体
で
地
域
社
会
と
の
関
わ
り

を
数
多
く
取
り
入
れ
た
地
域
創
生
に
か

か
る
実
践
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

各
賞
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

最
優
秀
賞
（
一
組
）

○
乾
電
池
に
よ
る
鉄
道
走
行
の
ギ
ネ
ス

世
界
記
録
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
株
式
会
社
ビ
ー
・
ア
ン
ド
・
プ
ラ
ス

・
県
立
川
越
工
業
高
校

優
秀
賞
（
三
組
）

○
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
最
大
限

に
伸
ば
し
、
特
性
を
生
か
し
て
1
0

0
％
企
業
就
労
を
目
指
す

・
あ
け
ぼ
の
1
2
3
株
式
会
社

・
県
立
羽
生
ふ
じ
高
等
学
園

○
地
域
密
着
型
の
産
学
官
連
携
「
教
育

支
援
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

“ACTION
Re‐ACTION

EDU-
CATION”~ICT

を
活
用
し
た
近
未

来
型
庭
園
を
創
る
！
高
校
生
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
未
来
の
農
業
の
在
り
方
を

変
え
る
〜

・
株
式
会
社
丸
浜
設
計
舎

・
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
・
株
式
会
社
ウ
ェ
ー
ブ

・
株
式
会
社
や
ま
の
は

・
児
玉
設
備
工
業

・
藤
原
産
業
株
式
会
社

・
児
玉
白
楊
高
等
学
校

○
空
き
店
舗
の
有
効
活
用
〜
農
工
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
〜

・
番
場
商
店
街
振
興
組
合

・
秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校

奨
励
賞
（
四
組
）

○
未
来
を
創
る
子
ど
も
を
育
て
る

〜
保
育
士
へ
の
夢
〜

・
須
影
保
育
園

・
誠
和
福
祉
高
等
学
校

※
内
容
�
総
合
学
科
保
育
系
列
の
生
徒

と
保
育
園
が
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
体

験
実
習
。
実
際
に
保
育
体
験
す
る
こ

と
で
職
業
観
が
育
成
さ
れ
、
実
習
を

経
て
新
た
な
知
識
や
指
導
法
の
獲
得
、

園
児
へ
の
対
応
、
社
会
性
な
ど
現
場

実
習
に
よ
り
実
践
的
に
学
ぶ
就
業
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

○
本
庄
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

企
業

連
携
に
よ
る
就
業
体
験
の
実
施

・
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
本
庄

・
本
庄
特
別
支
援
学
校

※
内
容
�
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
た
本

庄
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
。
企
業
就

労
、
障
害
者
雇
用
の
理
解
を
図
る
た

め
地
域
企
業
と
連
携
。
独
自
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
就
業

体
験
実
習
を
実
施
。

○
次
代
を
担
う
工
業
技
術
者
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
高
校
生
に
よ
る
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
）

・
株
式
会
社
丸
広
百
貨
店

・
株
式
会
社
そ
ご
う
・
西
武

西
武
所

沢
店

・
川
越
工
業
高
等
学
校

最優秀賞の㈱ビー・アンド・プラス営業部の進藤様
（前列左から四人目）、佐藤様（前列左から三人目）
と県立川越工業高校の皆さん

優秀賞のあけぼの123株式会社の代表取締役社長 山元様
（前列左から三人目）と羽生ふじ高等学園の皆さん

優秀賞の㈱グローバルソフトウェアの代表取締役 狩野様、
㈱丸浜設計舎の代表取締役 濱田様、㈱ウェーブの代表取
締役社長 遠藤様、㈱やまのはの代表取締役 村山様、児
玉設備工業の常務取締役 飯島様、藤原産業㈱ 岡本様と
児玉白楊高校の皆さん

優秀賞の番場商店街振興組合の理事長 小泉様（前列
左から四人目）と秩父農工科学高校の皆さん
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※
内
容
�
生
徒
が
自
ら
開
発
し
た
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
地
域
企
業
と
連
携
し

て
実
施
。
企
画
展
の
Ｐ
Ｒ
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
や
記
念
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
作

成
、
企
画
に
参
加
し
た
小
学
生
へ
の

指
導
な
ど
を
通
し
て
実
践
的
に
学
ぶ

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

○
地
域
と
連
携
し
た
商
品
開
発
・
販
売

実
習
に
よ
る
実
践
的
職
業
教
育

・
株
式
会
社
花
結
び

・
鳩
山
高
等
学
校

※
内
容
�
商
業
科
の
生
徒
が
地
域
企
業

と
連
携
し
て
鳩
山
の
特
産
物
開
発
を

テ
ー
マ
に
企
画
提
案
し
て
販
売
。
就

業
意
欲
、
職
業
観
の
育
成
、
社
会
性

を
育
む
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
た
生
徒

主
体
の
就
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

本
会
は
こ
れ
か
ら
も
人
材
育
成
の
た

め
の
本
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
援
し
て

い
く
所
存
で
あ
る
。
会
員
の
皆
様
方
に

も
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

女
性
の
活
躍
推
進
は
、
わ
が
国
経
済

社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
と
っ
て
重
要

な
成
長
戦
略
で
す
。
埼
玉
県
で
も
、
女

性
が
働
き
手
と
な
り
、
自
己
実
現
を
し

て
生
き
生
き
と
輝
き
活
躍
す
る
社
会
の

実
現
を
は
か
る
た
め
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
内
企
業
に
お
い
て
も
女
性
社
員
の
キ

ャ
リ
ア
意
識
の
向
上
、
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
促
進
な
ど
、
女
性
が
働
き
が
い
を
も

っ
て
就
労
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
立
高
校
の

女
子
生
徒
の
職
業
観
や
就
労
意
欲
を
高

め
よ
う
と
、
経
済
団
体
等
と
連
携
し
た

就
職
指
導
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
働
き
続
け
る
意
欲
や
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
の
向
上
を

ね
ら
い
と
し
て
「
女
子
高
校
生
の
働
き

続
け
る
意
欲
育
成
推
進
事
業
」
を
実
施

し
、
本
会
に
お
い
て
は
、
県
立
高
校
へ

の
指
導
者
推
薦
等
で
、
本
事
業
に
協
力

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
二
八
年
十
二
月

十
四
日
、
浦
和
第
一
女
子
高
校
に
お
い

て
、
本
会
推
薦
の
県
内
企
業
十
名
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

講
演
会
及
び
、
各
ク
ラ
ス
に
お
け
る
座

談
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
一
部
【
講
演
会
】

講
演
会
で
は
、
本
会
根
岸
専
務
理
事

か
ら
「
働
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ

し
て
大
切
さ
」
と
題
し
基
調
講
演
が
あ

っ
た
。
講
演
の
中
で
根
岸
専
務
理
事
は
、

今
後
求
め
ら
れ
る
人
材
と
し
て
、
新
し

い
時
代
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
常
に
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
る
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
型
人
材
」
が
あ
げ
ら
れ
る
と
し

た
。
そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
人
材

と
な
る
に
は
、
ま
ず
大
き
な
目
標
を
設

定
す
る
こ
と
、
加
え
て
「
限
界
�
出
発

点
。
壁
に
当
た
っ
て
そ
こ
か
ら
取
組
や

思
考
も
始
ま
る
。
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
失
敗
し
て
も
諦
め
ず
に
再
挑

戦
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
な
ど
、
多
く

の
心
に
残
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
生
徒
に
投

げ
か
け
た
。

◇
第
二
部
【
座
談
会
】

対

象

一
年
生

四
〇
五
名

（
十
ク
ラ
ス
）

講

師

・
一
組
…
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社

公
共
事

業
本
部

営
業
第
二
グ
ル
ー
プ
エ
キ

ス
パ
ー
ト

江
原

知
穂
氏

・
二
組
…Great

Place
to
W
ork�

Institute
Japan

シ
ニ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

今
野

敦
子
氏

・
三
組
…
ス
バ
ル
用
品
株
式
会
社

総

括
部

副
部
長

中
村

菜
摘
氏

・
四
組
…
株
式
会
社
テ
レ
ビ
埼
玉

報

道
制
作
局
制
作
部

菅

美
香
氏

表彰式会場の様子（会長挨拶）

「
平
成
二
八
年
度
女
子
高
生
の
働
き
続
け
る
意
欲
育
成
推
進
事
業

〜
浦
和
第
一
女
子
高
等
学
校
」

県
内
企
業
女
性
リ
ー
ダ
ー
十
名
を
迎
え
て
開
催

各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
の
座
参
会

第
一
部
基
調
講
演
（
根
岸
専
務
理
事
）

講師の皆さんによる自己紹介
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・
五
組
…
株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研

究
所

生
活
研
究
部

主
任
研
究
員

久
我

尚
子
氏

・
六
組
…
日
本
信
号
株
式
会
社

総
務

部

秘
書
グ
ル
ー
プ

秘
書

翠
川

裕
子
氏

・
七
組
…
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

大
宮
支
社

営
業
部
企
画
課

販
売

機
器
・
制
度
Ｇ
Ｌ

関
根

珠
子
氏

・
八
組
…
株
式
会
社
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ

（
ハ
グ
リ
ス
）
代
表
取
締
役

内
田

ひ
と
み
氏

・
九
組
…
む
さ
し
証
券
株
式
会
社

人

事
総
務
部

次
長
森
本

美
和
氏

・
十
組
…
株
式
会
社
武
蔵
野
銀
行

人

事
部

人
材
活
躍
推
進
室
長

谷
口

周
子
氏

各
教
室
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
座
談

会
で
は
、
県
内
の
第
一
線
の
職
場
で
女

性
幹
部
と
し
て
活
躍
す
る
10
名
が
教
壇

に
立
っ
た
。
学
生
時
代
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
、
現
在
携
わ
っ
て
い
る
仕
事
に
就

い
た
き
っ
か
け
や
や
り
が
い
、
働
く
う

え
で
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
、
将
来
、

社
会
に
飛
び
立
つ
高
校
生
に
対
し
て
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
体
験
を
通
し
て
女
性
の

役
割
や
キ
ャ
リ
ア
の
積
み
方
に
つ
い
て

考
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。
参
加

し
た
生
徒
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
講
師

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、
時
に
は
積
極

的
に
質
問
を
し
な
が
ら
、
自
ら
が
働
く

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。

〈
生
徒
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
〉

「
毎
日
の
仕
事
は
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
だ
が
、

自
分
の
行
動
に
よ
っ
て
そ
れ
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
人
と
直
接
か
か
わ
る
仕
事
で
な
く
て

も
、
働
き
方
に
よ
っ
て
は
、
人
か
ら
感
謝
さ
れ
る

よ
う
な
仕
事
も
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
、
私
も
将

来
人
に
役
立
つ
仕
事
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

た
。」「

本
当
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
夢

を
実
現
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
実
現
し
た
際
に
自

分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と

わ
か
っ
た
。」

「
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
た
め
私
た
ち
に
は

何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。」

「
偶
然
の
出
会
い
を
大
切
す
る
こ
と
、
自
分
と

は
関
係
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
で
も
積
極
的
に

挑
戦
し
、
出
会
い
を
大
切
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

何
気
な
く
始
め
た
こ
と
で
も
の
ち
の
ち
大
切
に
な

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。」

「
経
験
を
増
や
し
、
一
歩
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
新

た
な
選
択
肢
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

達
成
し
て
い
く
か
ら
こ
そ
、
次
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

ら
れ
る
。」

「
普
段
の
学
校
生
活
で
は
な
か
な
か
学
ぶ
こ
と

の
で
き
な
い
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
き
っ
か

け
と
な
る
貴
重
な
時
間
で
し
た
。」

今
回
参
加
し
た
生
徒
に
と
っ
て
、
講
師
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
は
、
女
性
が
働
く
こ
と
に
つ
い
て
の

意
味
や
、
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
、
夢
や
将

来
の
進
路
を
考
察
す
る
一
助
と
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

株式会社ニッセイ基礎研究所
生活研究部 主任研究員

久我 尚子氏

株式会社武蔵野銀行
人事部 人材活躍推進室長

谷口 周子氏

株式会社テレビ埼玉
報道制作局制作部

菅 美香氏

東日本旅客鉄道株式会社大宮支社
営業部企画課 販売機器・制度GL

関根 珠子氏

Great Place to Work� Institute
Japan シニアコンサルタント

今野 敦子氏

株式会社HUGRES
（ハグリス）代表取締役

内田 ひとみ氏

むさし証券株式会社
人事総務部 次長

森本 美和氏

スバル用品株式会社
総括部 副部長
中村 菜摘氏

AGS株式会社 公共事業本部
営業第二グループエキスパート

江原 知穂氏

日本信号株式会社 総務部
秘書グループ 秘書

翠川 裕子氏
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第5回埼玉クイズ王決定戦は「ウェスタ川越予選」、「コクーンシティ予選」、「秩父
市歴史文化伝承館予選」を経て、2月26日にさいたまスーパーアリーナで決勝戦が開
催され、チームくろちゃん（秩父市）が優勝しました。なお、第2位は武南3A（さ
いたま市）、第3位は頑張れ‼アストライア（蓮田市）となりました。

コクーンシティ予選（１月１５日）

ウェスタ川越予選（１２月２３日）

第５回埼玉クイズ王決定戦

決勝進出チーム（午前）

早押クイズ

決勝進出チーム（午後）

決勝進出チーム

◇申込みチーム数 153チーム（459人）
◇参加チーム数 131チーム （393人）
◇決勝進出チーム 6チーム
（午前）
・「チームくろちゃん」 （秩父市）
・「ゴールドラッシュ」（さいたま市）
・「大宮クーベア」 （川越市）

【敗者復活チーム】
（午後）
・「埼玉県商工会職員チームA」（久喜市）
・「ランナーなし」 （川越市）
・「ソルバルウ」（志木市）【敗者復活チーム】

◇申込みチーム数 76チーム
（228人）

◇参加チーム数 62チーム
（186人）

◇決勝進出チーム 3チーム
・「武南3A」 （さいたま市）
・「懲りずに5度目」 （川越市）
・「OCT48」 （さいたま市）

【敗者復活チーム】

参加者による全体写真撮影

参加者による全体写真撮影

三択クイズ

早押クイズ
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埼玉クイズ王決定戦にご協賛いただきました会員企業の皆様、誠にありがとうございました。
～ご協賛企業の皆様～

㈱小山本家酒造、ポラス㈱、㈱埼玉りそな銀行、㈱武蔵野銀行、埼玉縣信用金庫、㈱テレビ埼玉、㈱ハ
イデイ日高、東日本旅客鉄道㈱大宮支社、アイルコーポレーション㈱、㈱ JTB関東、関東グリコ㈱、
大栄不動産㈱、AGS㈱、日本信号㈱、㈱サイサン、キリンビール㈱、㈱パレスエンタープライズ

秩父市歴史文化伝承館予選（１月２１日）

埼玉クイズ王決定戦決勝戦（２月２６日）さいたまスーパーアリーナ

三択クイズ

優勝チーム

表彰式

決勝進出チーム

◇参加チーム 12チーム
（36人）

優 勝 チームくろちゃん
（秩父市）

準優勝 武南3A
（さいたま市）

第3位 頑張れ‼アストライ
ア （蓮田市）

参加チーム・協賛企業様による集合写真

◇申込みチーム数 94チーム
（282人）

◇参加チーム数 33チーム
（99人）

◇決勝進出チーム 3チーム
・「まんじゅう！」（さいたま市）
・「頑張れ‼アストライア」

（蓮田市）
・「サイタマニア イシ★バシと
埼玉田舎っぺ新聞」 （川越市）

【敗者復活チーム】

参加者による全体写真撮影

協賛企業様の御紹介

早押クイズ

優勝チームを決める決定戦
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十
二
月
十
三
日
㈫
の
平
成
二
八
年
度

秋
季
中
部
地
区
協
議
会
は
、
㈱
Ｊ
Ｒ
東

日
本
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
に

お
い
て
視
察
会
を
開
催
し
、
三
四
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
Ｔ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
は
、
美
し
い
制
服
に
身
を
つ

つ
ん
だ
清
掃
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
驚
異
的

な
早
さ
で
新
幹
線
を
清
掃
す
る
模
様
が

「
七
分
間
の
奇
跡
」
と
し
て
海
外
メ
デ

ィ
ア
等
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
企

業
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
（
Ｈ
Ｂ
Ｓ
）
に
お
い
て
も
、
当
社
の

事
例
が
「
経
営
者
の
あ
る
べ
き
姿
を
示

し
た
事
例
」
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、

豊
富
な
事
例
を
通
じ
た
授
業
を
重
視
す

る
Ｈ
Ｂ
Ｓ
の
必
修
教
材
と
し
て
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
社
は
、
約
十
年
前
ま

で
は
苦
情
が
多
く
従
業
員
の
士
気
も
上

が
ら
な
い
ほ
ど
の
問
題
を
抱
え
た
企
業

で
し
た
が
、「
自
分
た
ち
は
ダ
メ
だ
と

思
い
込
ん
で
い
る
」
従
業
員
に
誇
り
や

生
き
が
い
を
持
っ
て
も
ら
い
、
従
業
員

の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
現
場
力
に
富
ん
だ
�
お
も
て
な

し
�
溢
れ
る
企
業
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
中
部
地
区
協
議
会

宮
澤

政
信
議
長
（
マ
ル
キ
ユ
ー
㈱
代
表
取
締

役
会
長

本
会
副
会
長
）
か
ら
開
会
挨

拶
を
行
い
、
続
い
て
、
㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本

テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

取
締

役
運
輸
業
務
部
長

福
田

恭
寛
氏
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
二
班
に
分
か
れ
て
新
幹
線
鉄
道
車

両
の
折
り
返
し
清
掃
作
業
の
見
学
と
、

㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
Ｔ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｅ
Ｉ

お
も
て
な
し
創
造
部

担
当

部
長

平
野

健
太
郎
氏
か
ら
業
務
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
施
設
見
学
概
要

新
幹
線
ホ
ー
ム
上
か
ら
、
実
際
に
運

行
中
の
新
幹
線
車
両
の
七
分
間
清
掃
の

様
子
を
見
学
し
た
。
一
チ
ー
ム
二
二
人

体
制
で
、
一
日
に
十
五
本
か
ら
二
五
本

の
車
両
清
掃
を
担
当
し
て
い
る
。

入
線
す
る
新
幹
線
を
一
礼
し
て
迎
い

入
れ
、
一
礼
し
て
見
送
る
ま
で
の
間
、

見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
テ
ー
ブ
ル

や
窓
の
拭
き
掃
除
、
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
カ

バ
ー
の
交
換
や
座
席
の
汚
れ
等
の
確
認

を
行
っ
て
い
た
。

◇
業
務
説
明
概
要

新
幹
線
が
到
着
し
て
折
り
返
し
発
車

す
る
ま
で
の
十
二
分
間
の
う
ち
、
乗
客

の
乗
降
に
か
か
る
五
分
を
除
い
た
わ
ず

か
七
分
間
で
車
内
清
掃
を
行
う
こ
と
か

ら
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
の
清
掃
チ
ー
ム
の

仕
事
は
「
七
分
間
の
新
幹
線
劇
場
」
と

平
成
二
八
年
度
秋
季
中
部
地
区
協
議
会

『
㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

視
察
会
〜
従
業
員
の
意
欲
を
高
め
生
産
性
を
劇
的

に
改
善
さ
せ
た
「
七
分
間
の
奇
跡
」
に
学
ぶ
〜
』

を
開
催

秋
季
中
部
地
区
協
議
会

開会挨拶をする宮澤政信議長

入
線
す
る
新
幹
線
を
整
列
し
て
迎
え
入

れ
る

挨拶する福田恭寛氏

業務説明を行う平野健太郎氏

車
両
清
掃
の
様
子
を
見
学

見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
車
両
清
掃
を

行
っ
て
い
た
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呼
ば
れ
て
い
る
。

昭
和
二
七
年
に
前
身
の
鉄
道
整
備
㈱

が
誕
生
し
た
頃
、
車
両
清
掃
業
務
は
ま

だ
鉄
道
輸
送
の
裏
方
の
時
代
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
全
社
的
な
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
取
り
組
み
、
清
掃
業
務
の
目

的
に
「
新
し
い
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
」

を
掲
げ
、
現
場
の
社
員
に
も
改
善
意
識

が
生
ま
れ
始
め
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
の
管
理
で
は
な

く
、
社
員
が
現
場
で
感
じ
た
危
険
な
行

為
と
そ
の
対
策
を
セ
ッ
ト
で
発
信
し
て

安
全
配
慮
に
努
め
る
と
と
も
に
、
社
員

同
士
で
良
い
所
を
互
い
に
褒
め
合
う
文

化
の
醸
成
な
ど
、
社
員
の
自
信
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
実
践
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
社
員
の
意
識
と
行
動
に

変
化
を
も
た
ら
し
、
お
客
様
の
満
足
度

を
高
め
る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
る
現

場
力
が
生
ま
れ
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
社
員

の
マ
イ
ン
ド
を
支
え
て
い
る
。

二
月
七
日
㈫
の
西
部
地
区
協
議
会
は
、

丸
広
百
貨
店
川
越
店
九
階
バ
ン
ケ
ッ
ト

ル
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
、
二
一
名
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
西
部
地
区
協
議
会

満
岡
隆

一
議
長
（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
取
締
役
専
務
執

行
役
員
）
か
ら
開
会
挨
拶
を
行
い
、
続

い
て
講
演
一
と
し
て
、
経
団
連
事
業
サ

ー
ビ
ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平

田

武

氏
か
ら
『
春
季
労
使
交
渉
・

協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
く
講
演
二
で
は
、
㈱
新
経
営
サ
ー

ビ
ス

人
材
開
発
部

コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト

岡
野
隆
宏

氏
か
ら
、『
部
下
を

育
て
ら
れ
な
い
「
名
ば
か
り
管
理
者
」

を
変
え
る
！
』
と
題
し
て
、
日
本
企
業

に
お
け
る
人
材
育
成
モ
デ
ル
の
変
化
や

管
理
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
強
化
に
欠

か
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
一
の
概
要

経
労
委
報
告
（
経
営
労
働
政
策
特
別

委
員
会
報
告
）
は
、
そ
の
年
の
春
季
労

使
交
渉
・
協
議
に
お
け
る
経
営
側
の
基

本
的
な
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
、
経
団

連
と
し
て
の
基
本
的
な
見
解
を
示
す
も

の
と
し
て
、
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
二
〇
一
七
年
度
版
経
労
委
報
告

の
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
。

・
世
界
経
済
と
日
本
経
済
の
動
向

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
六
年

の
世
界
経
済
の
実
質
成
長
率
は
、
二
・

九
％
増
と
前
年
か
ら
減
速
す
る
見
通
し

で
、
二
〇
一
七
年
以
降
は
緩
や
か
に
回

復
す
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
中
国

な
ど
新
興
国
経
済
の
減
速
、
英
国
の
Ｅ

Ｕ
離
脱
問
題
の
帰
趨
を
は
じ
め
と
し
た

Ｅ
Ｕ
の
政
治
・
金
融
動
向
、
米
国
の
新

政
権
下
で
の
政
策
運
営
な
ど
、
先
行
き

不
透
明
感
は
拭
え
な
い
。

日
本
経
済
は
、
輸
出
や
生
産
を
中
心

に
持
ち
直
し
の
兆
し
が
見
ら
れ
、
雇
用

情
勢
は
改
善
が
継
続
し
先
行
き
は
緩
や

か
な
成
長
を
予
測
す
る
が
、
世
界
経
済

等
の
動
向
に
伴
う
下
振
れ
リ
ス
ク
に
は

留
意
が
必
要
。
企
業
業
績
は
一
部
に
減

益
の
動
き
が
み
ら
れ
た
が
、
為
替
動
向

次
第
で
は
二
〇
一
七
年
度
に
か
け
て
輸

出
企
業
・
製
造
業
を
中
心
に
収
益
拡
大

の
動
き
が
広
が
る
見
込
み
。

・
地
域
経
済
と
中
小
企
業
の
動
向

地
域
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復
傾
向

に
あ
る
も
の
の
一
部
に
弱
さ
が
み
ら
れ

る
。
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
中
小
企
業
の

経
常
利
益
は
、
足
元
で
は
伸
び
が
鈍
化

し
業
況
判
断
も
横
ば
い
で
あ
る
。
中
小

企
業
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
「
人
材
の

確
保
」
に
は
、
自
社
の
良
さ
や
強
み
の

積
極
的
な
発
信
と
い
っ
た
中
小
企
業
自

ら
の
取
組
に
加
え
、
地
方
別
経
済
団
体

や
行
政
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

・
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス

①
労
使
交
渉
に
あ
た
っ
て
の
基
本
認
識

マ
ク
ロ
で
見
た
企
業
収
益
は
全
体
と

し
て
高
水
準
に
あ
り
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン

タ
ル
は
総
じ
て
堅
調
で
あ
る
。
円
安
傾

向
が
続
け
ば
、
輸
出
企
業
・
製
造
業
を

中
心
に
収
益
が
向
上
す
る
企
業
の
増
加

も
見
込
ま
れ
る
中
、
賃
金
引
き
上
げ
の

モ
メ
ン
タ
ム
を
二
〇
一
七
年
も
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
。
一
方
、
多
く
の

企
業
が
三
年
連
続
し
て
大
幅
な
賃
金
引

き
上
げ
を
実
現
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

将
来
不
安
や
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
変
化

に
よ
り
個
人
消
費
は
上
向
い
て
い
な
い
。

将
来
不
安
の
払
拭
に
向
け
て
官
民
挙
げ

て
の
取
組
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

②
賃
金
決
定
の
原
則

各
企
業
の
賃
金
は
、
様
々
な
考
慮
要

素
を
勘
案
し
な
が
ら
、
適
切
な
総
額
人

件
費
管
理
の
下
、
自
社
の
支
払
い
能
力

を
踏
ま
え
、
労
使
で
の
徹
底
し
た
議
論

平
成
二
八
年
度
春
季
西
部
地
区
協
議
会

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
』
と
『
部
下
を
育
て
ら
れ
な
い
「
名
ば
か
り

管
理
者
」
を
変
え
る
！
』
の
二
テ
ー
マ
で
開
催

開会挨拶をする満岡隆一議長

講演1の講義を行う平田武氏

講演2の講義を行う岡野隆宏氏

春
季
西
部
地
区
協
議
会
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を
経
て
企
業
が
決
定
す
る
。
そ
の
上
で
、

経
済
の
好
循
環
を
力
強
く
回
す
と
い
う

社
会
的
要
請
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、

働
き
方
・
休
み
方
改
革
の
実
現
も
視
野

に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

③
年
収
ベ
ー
ス
の
賃
金
引
き
上
げ
に
向

け
た
多
様
な
選
択
肢

賃
金
決
定
の
大
原
則
を
踏
ま
え
た
上

で
、
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
も
考
慮
し

な
が
ら
、
自
社
の
収
益
に
見
合
っ
た
積

極
的
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。
特
に
、
収

益
拡
大
又
は
中
期
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し

て
収
益
体
質
が
改
善
し
て
い
る
企
業
に

は
、
二
〇
一
六
年
に
引
き
続
き
「
年
収

ベ
ー
ス
で
の
賃
金
引
上
げ
」
の
前
向
き

な
検
討
を
求
め
る
。

年
収
ベ
ー
ス
の
賃
金
引
上
げ
の
検
討

で
は
、「
人
材
へ
の
投
資
」
の
観
点
も

重
視
し
つ
つ
、
定
期
昇
給
や
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
、
賞
与
・
一
時
金
の
増
額
、
諸
手

当
の
見
直
し
等
が
柱
と
な
る
。
他
に
、

配
偶
者
控
除
等
の
変
更
を
契
機
と
し
た

配
偶
者
手
当
の
再
点
検
・
見
直
し
や
、

基
本
給
の
変
更
を
伴
わ
な
い
所
定
労
働

時
間
の
短
縮
、
介
護
手
当
や
プ
レ
ミ
ア

ム
フ
ラ
イ
デ
ー
手
当
の
創
設
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
選
択
肢
も
あ
る
。

自
社
の
課
題
や
実
情
に
適
し
た
方
法
を

企
業
労
使
で
徹
底
的
に
話
し
合
い
、
多

様
な
選
択
肢
か
ら
見
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

◇
講
演
二
の
概
要

雇
用
形
態
や
経
済
情
勢
等
社
会
的
な

前
提
条
件
の
変
化
に
伴
い
、
日
本
企
業

に
お
け
る
人
材
育
成
モ
デ
ル
も
変
化
し

て
い
る
。
特
に
、
仕
事
の
成
果
の
出
し

方
や
部
下
の
育
成
方
法
に
つ
い
て
、
効

率
的
で
生
産
性
の
高
い
手
法
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
自
ら
も
仕
事
を
抱
え
な
が

ら
管
理
者
と
し
て
の
役
割
に
悩
み
を
抱

え
る
者
も
多
い
。

そ
も
そ
も
管
理
者
に
は
、「
リ
ー
ダ

ー
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
の
役
割
に
加
え
、「
プ
レ
イ
ヤ
ー
」

と
し
て
過
去
の
経
験
・
知
識
を
生
か
し

た
高
い
成
果
の
創
出
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
部
下
の
成
長
を
促
し

て
信
頼
関
係
を
築
き
、
チ
ー
ム
と
し
て

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。

部
下
の
成
長
に
は
最
初
の
職
場
環
境

が
大
き
く
影
響
す
る
。
部
下
は
上
司
の

言
動
や
行
動
を
よ
く
見
て
お
り
、
悪
い

環
境
で
は
悪
い
習
慣
を
身
に
つ
け
て
し

ま
う
「
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
刷
り

込
み
）」
が
社
会
人
の
初
期
段
階
で
も

起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

部
下
へ
影
響
を
与
え
る
源
泉
に
は
、

「
見
本
、
動
機
、
受
容
」
が
あ
る
。
上

司
は
、
自
ら
を
律
し
て
範
を
示
し
、
部

下
に
関
心
を
持
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
距
離
を
縮
め
る
と
と
も
に
、

で
き
な
い
部
分
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な

く
成
果
を
認
め
て
受
容
す
る
器
を
持
つ
。

そ
れ
ら
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
信

頼
関
係
が
築
か
れ
て
部
下
が
育
っ
て
い

く
。

二
月
二
十
日
㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
九
階
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成

二
八
年
度
春
季
中
部
地
区
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
二
三
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
ま
ず
中
部
地

区
協
議
会

宮
澤
政
信
議
長
（
マ
ル
キ

ユ
ー
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）
よ
り
開
会

挨
拶
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
経
団
連
事

業
サ
ー
ビ
ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武

氏
よ
り
『
春
季
労
使
交

渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿

勢
』
と
題
し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
講
演
概
要
に
つ
い
て
は
、
西
部

地
区
協
議
会
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

二
月
二
一
日
㈫
マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷

新
館
五
階
「
飛
翔
の
間
」
に
お
い
て
、

平
成
二
八
年
度
春
季
北
部
地
区
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
五
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
北
部
地
区
協
議
会

橋
元

健
議
長
（
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
㈱
取
締
役
副

社
長
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続

い
て
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

人
事

賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武

氏
よ

り
『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経

営
側
の
基
本
姿
勢
』
と
題
し
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
講
演
概
要
に

つ
い
て
は
、
西
部
地
区
協
議
会
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。）

平
成
二
八
年
度
春
季
中
部
地
区
協
議
会

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

平
成
二
八
年
度
春
季
北
部
地
区
協
議
会

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

開会挨拶をする宮澤政信議長

開会挨拶をする橋元健議長

春
季
中
部
地
区
協
議
会

春
季
北
部
地
区
協
議
会
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二
月
二
四
日
㈮
川
口
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
リ
リ
ア
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平

成
二
八
年
度
春
季
南
部
地
区
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
二
一
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
講
演
一
と
し
て
、
経
団
連
事
業

サ
ー
ビ
ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武

氏
よ
り『
春
季
労
使
交
渉
・

協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』
と

題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
概
要
に
つ
い
て
は
、
西
部
地
区

協
議
会
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

続
く
講
演
二
で
は
、
㈱
新
経
営
サ
ー

ビ
ス

シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

橋

本
喜
充

氏
か
ら
、『
経
営
者
が
押
さ

え
る
べ
き
社
員
の
動
か
し
方
「
社
員
が

動
か
な
い
三
つ
の
理
由
」』
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
二
の
概
要

・
社
員
が
「
動
か
な
い
」「
期
待
に
応

え
て
く
れ
な
い
」
理
由
と
し
て
、
①

メ
ン
タ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
（
心
の
盲
点
）、

②
上
司
と
の
関
係
性
、
③
組
織
風
土

の
壁
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
間
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
や
価
値
観
、
行
動

の
癖
が
あ
り
、
理
屈
や
理
想
は
理
解

し
て
い
て
も
、
実
際
の
行
動
に
直
結

し
な
い
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
人
が

持
て
る
力
を
発
揮
し
て
お
ら
ず
、
生

産
性
の
低
下
や
機
会
損
失
、
職
場
の

雰
囲
気
悪
化
な
ど
、
企
業
に
は
多
く

の
「
も
っ
た
い
な
い
！
」
が
存
在
し

て
い
る
。

・
人
間
の
行
動
に
は
、
本
人
の
先
天
的

な
個
性
に
加
え
、
育
っ
た
環
境
や
教

育
、
家
族
構
成
な
ど
が
影
響
を
及
ぼ

す
。
そ
の
た
め
、
社
員
の
行
動
を
促

す
に
は
、
ま
ず
エ
ゴ
グ
ラ
ム
等
に
よ

る
個
性
分
析
を
活
用
し
、
社
員
の
個

性
や
思
考
の
背
景
を
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
社

員
の
適
性
に
合
わ
せ
た
業
務
配
置
や

動
機
づ
け
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、

上
司
も
自
ら
の
個
性
を
分
析
し
て
自

己
認
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
自
分
の

感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
部

下
の
能
力
を
最
大
限
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
。

・
自
分
や
他
人
を
よ
く
知
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
価
値
観
や
判
断
基
準
な
ど
、
本

人
や
組
織
に
は
見
え
な
い
障
壁
（
メ

ン
タ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
取
り
除
く
こ

と
で
、
個
人
の
成
長
が
促
さ
れ
る
と

と
も
に
良
好
な
職
場
環
境
が
醸
成
さ

れ
、
組
織
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
が

る
。

全
世
界
で
販
売
部
数
三
千
万
部
を
記

録
し
、
日
本
で
も
二
百
万
部
を
超
え
る

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
二
〇
世
紀
に

も
っ
と
も
影
響
を
与
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
書

第
一
位
に
輝
い
て
い
る『
七
つ
の
習
慣
』

を
お
読
み
に
な
っ
た
方
も
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

著
者
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｒ
・

コ
ヴ
ィ
ー
は
ご
高
承
の
と
お
り
、
タ
イ

ム
誌
が
選
ぶ
「
世
界
で
も
っ
と
も
影
響

力
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
二
五
人
」
の
一

人
に
選
ば
れ
、
国
際
的
に
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
の
権
威

で
あ
り
教
育
者
や
組
織
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
十
二
日
㈪
の
平
成
二
八
年
度

第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン
・
Ｒ
・
コ
ヴ
ィ
ー
の
共
同
創

設
者
で
、「
七
つ
の
習
慣
」
と
「
実
行

の
四
つ
の
規
律
」
に
関
す
る
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
多
く
の
企
業
で
展
開
し
て
い

る
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
コ
ヴ
ィ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
㈱

取
締
役
副
社
長

竹
村

富

士
徳
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
戦

略
を
主
体
的
に
実
行
で
き
る
組
織
を
つ

平
成
二
八
年
度
第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
戦
略
を
主
体
的
に
実
行
で
き
る
組
織
を
つ
く
る

た
め
に
〜
『
七
つ
の
習
慣
』
と
『
実
行
の
四
つ
の

規
律
』
を
学
ぶ
」
と
題
し
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
コ

ヴ
ィ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
取
締
役
副
社
長

竹
村

富
士
徳
氏
が
講
演

平
成
二
八
年
度
春
季
南
部
地
区
協
議
会

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
』
と
『
経
営
者
が
押
さ
え
る
べ
き
社
員
の
動

か
し
方
「
社
員
が
動
か
な
い
三
つ
の
理
由
」』
の
二

テ
ー
マ
で
開
催

講演を行う竹村富士徳氏

講演する橋本喜充氏

第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

春
季
南
部
地
区
協
議
会
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く
る
た
め
に
〜『
七
つ
の
習
慣
』と『
実

行
の
四
つ
の
規
律
』
を
学
ぶ
」
と
題
し

て
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ

ー
ル
に
て
開
催
し
、
三
八
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

竹
村
氏
か
ら
は
、
時
代
の
変
化
と
と

も
に
、
個
人
の
自
主
性
や
主
体
性
が
よ

り
重
視
さ
れ
る
中
、
組
織
の
状
況
が
一

変
す
る
よ
う
な
最
重
要
課
題
に
向
け
て
、

そ
こ
に
関
わ
る
人
々
が
「
行
動
を
変
容

し
、
継
続
性
を
徹
底
す
る
」
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
れ
を
実
行
す

る
た
め
の
『
七
つ
の
習
慣
』
と
『
四
つ

の
規
律
』
に
つ
い
て
、
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
と
は
、
組
織
の
方

向
性
を
立
案
す
る
「
戦
略
」
と
、
戦

略
を
確
実
に
遂
行
す
る
「
実
行
」
に

よ
り
結
果
を
出
す
こ
と
に
あ
る
が
、

組
織
の
現
状
と
し
て
は
、
戦
略
を
実

行
す
る
現
場
の
メ
ン
バ
ー
が
戦
略
の

趣
旨
や
自
分
の
役
割
・
使
命
を
明
確

に
把
握
し
て
お
ら
ず
、
戦
略
と
実
行

の
間
に
「
実
行
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
生
ま

れ
て
お
り
、
課
題
を
感
じ
て
い
る
リ

ー
ダ
ー
が
多
い
。

・
七
つ
の
習
慣
と
は
、
個
人
が
セ
ル
フ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
人
間

関
係
の
中
で
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て

い
く
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
第
一
か

ら
第
三
の
習
慣
に
よ
り
依
存
状
態
か

ら
自
立
へ
の
成
長
を
促
し
（
私
的
成

功
）、
第
四
か
ら
第
六
の
習
慣
で
、

自
立
し
た
人
間
が
相
互
に
依
存
し
て

相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
よ
り
大
き
な

成
果
の
達
成
を
目
指
す（
公
的
成
功
）。

そ
れ
ら
の
習
慣
を
支
え
て
継
続
的
に

成
長
す
る
た
め
、
第
七
の
習
慣
と
し

て
、
自
身
の
肉
体
や
精
神
の
維
持
が

必
要
と
な
る
。

・
四
つ
の
規
律
と
は
、
組
織
の
最
重
要

目
標
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
目
標
達
成

に
向
け
て
メ
ン
バ
ー
の
行
動
変
容
を

促
し
な
が
ら
、
確
実
に
実
行
し
て
い

く
た
め
の
文
化
を
醸
成
し
、
結
果
を

出
し
続
け
る
フ
レ
ー
ム
で
あ
る
。

・
日
常
業
務
や
緊
急
事
項
に
追
わ
れ
る

「
竜
巻
」
の
中
で
重
要
な
戦
略
を
実

行
す
る
に
は
、
七
つ
の
習
慣
を
活
か

し
た
効
果
性
の
高
い
人
格
形
成
に
よ

り
個
人
が
し
っ
か
り
と
大
地
に
根
を

は
り
、
組
織
と
し
て
の
幹
を
鍛
え
る

た
め
、
実
行
を
生
み
出
す
四
つ
の
規

律
が
必
要
と
な
る
。

・
こ
れ
ら
を
継
続
的
に
実
践
す
る
こ
と

に
よ
り
、
実
行
が
組
織
文
化
と
し
て

根
付
き
、「
竜
巻
」
の
中
に
あ
っ
て

も
一
人
一
人
が
効
果
的
か
つ
主
体
的

に
重
要
戦
略
を
実
行
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

二
〇
一
五
年
九
月
二
十
日
深
夜
（
日

本
時
間
）、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
が
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
で
、

過
去
優
勝
二
回
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
三

位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
三
四
対
三
二
で
撃

破
し
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
男
子
七
人
制
ラ
グ
ビ
ー
で
も
、

予
選
リ
ー
グ
で
ラ
グ
ビ
ー
強
国
ニ
ュ
ー

ジ
ラ
ン
ド
を
撃
破
し
、
準
々
決
勝
で
は

フ
ラ
ン
ス
を
破
り
、
準
決
勝
で
優
勝
し

た
フ
ィ
ジ
ー
に
敗
れ
た
も
の
の
、
四
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
日
㈫
の
平
成
二
八
年
度

第
十
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ラ

グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
も
に
日
本
代
表
の
ア
ナ
リ
ス

ト
を
務
め
ら
れ
た

中
島

正
太
氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
三
七
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
氏
は
、
熊
谷
工
業
高
校
ラ
グ
ビ

ー
部
で
主
将
を
務
め
、
筑
波
大
学
で
は

副
主
将
と
し
て
同
大
初
の
全
国
大
学
選

手
権
八
強
に
貢
献
。
卒
業
後
は
ア
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
社
会
人
の
セ
コ
ム
ラ
ガ
ッ

ツ
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

二
〇
一
二
年
か
ら
エ
デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
率
い
る
日
本
代
表

で
情
報
分
析
を
担
当
。「
世
界
一
準
備

さ
れ
た
チ
ー
ム
」
を
目
指
し
て
、
膨
大

な
情
報
量
の
デ
ー
タ
を
コ
ー
チ
陣
と
共

有
し
、
最
善
の
練
習
方
法
を
話
し
合
う

な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
重
ね
た
結
果
、

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
大
躍
進
に
結
実

し
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
ア
ナ
リ
ス
ト
の
仕
事
は
、
対
戦
相
手

の
試
合
映
像
等
を
分
析
し
て
情
報
を

収
集
し
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
に
提
案
し

て
対
策
を
考
え
る
と
と
も
に
、
コ
ー

チ
ン
グ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
選

手
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。

・
映
像
以
外
に
も
、
デ
ー
タ
か
ら
相
手

の
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
や
強
み
・
弱
み
、

勝
敗
の
要
因
等
を
分
析
し
、
勝
つ
た

め
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

・
分
析
を
行
う
上
で
は
、
対
戦
チ
ー
ム

の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
（
哲
学
）
や
相

手
が
勢
い
づ
く
要
因
を
知
る
こ
と
を

心
が
け
、
そ
れ
を
破
る
に
は
何
が
必

要
な
の
か
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

選
手
自
身
が
対
戦
チ
ー
ム
を
分
析
し

て
相
手
の
特
徴
を
知
り
、
自
分
が
何

を
す
べ
き
か
を
常
に
意
識
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。

・
二
〇
一
二
年
に
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
に
就

任
し
た
エ
デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、

「Japan
W
ay

」
と
い
う
言
葉
を

掲
げ
、
選
手
が
日
本
代
表
で
あ
る
こ

と
に
忠
誠
心
を
持
ち
、
世
界
へ
目
を

向
け
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
で
き
る

平
成
二
八
年
度
第
十
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
最
高
の
準
備
が
最
高
の
成
果
を
呼
ぶ
〜
ラ
グ
ビ

ー
日
本
代
表

躍
進
の
要
因
を
語
る
』
と
題
し
、

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
ア
ナ
リ
ス
ト

中
島

正
太

氏
が
講
演

講演を行う中島正太氏

第
十
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
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強
い
チ
ー
ム
形
成
に
着
手
し
た
。

・
日
本
代
表
チ
ー
ム
は
、
フ
ィ
ジ
カ
ル

や
ラ
グ
ビ
ー
能
力
で
は
世
界
に
劣
る

が
、
準
備
力
で
は
世
界
一
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
南
ア
フ
リ
カ
戦
に
勝

利
す
る
た
め
の
準
備
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー

リ
ン
グ
し
て
最
も
効
果
的
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
選
手
に
落
と
し
込
ん
で
い
っ

た
。

・
そ
の
結
果
、
南
ア
フ
リ
カ
戦
の
前
に

は
選
手
自
ら
が
相
手
チ
ー
ム
を
分
析

す
る
自
主
性
が
芽
生
え
、
最
終
局
面

で
の
勝
利
に
こ
だ
わ
っ
た
プ
レ
ー
に

つ
な
が
っ
た
。

・
予
選
リ
ー
グ
は
対
戦
相
手
が
予
め
決

ま
っ
て
い
る
た
め
周
到
な
準
備
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
ラ
グ
ビ
ー

の
今
後
の
課
題
は
、
予
測
で
き
な
い

事
態
（
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）
で
も

力
を
発
揮
で
き
る
集
団
に
な
る
こ
と

で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向
け
て
経
験
を

重
ね
、
い
か
な
る
環
境
に
お
い
て
も

自
ら
の
能
力
と
可
能
性
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
自
立
し
た
集
団
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

近
年
、
三
菱
自
動
車
や
東
芝
な
ど
、

名
門
企
業
の
不
祥
事
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
こ
う
し
た
企
業
で
は
リ
ー
ダ
ー
が

保
身
に
走
り
、
自
ら
の
使
命
（
本
義
）

を
見
失
い
、
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
地
位
に

安
住
し
て
い
た
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま

す
。こ

う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
一

月
二
四
日
㈫
の
平
成
二
八
年
度
第
十
四

回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
を
代

表
す
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
門

田

隆
将
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

四
四
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
門
田
氏
は
、
福
島
原
発
事
故

で
事
態
収
拾
に
奔
走
し
た
吉
田
昌
郎
・

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
所
長
や
、
光

市
母
子
殺
害
事
件
「
本
村
洋
さ
ん
」
は

な
ぜ
救
わ
れ
た
の
か

な
ど
、
ひ
た
す

ら
自
ら
の
使
命
（
本
義
）
に
従
っ
た
リ

ー
ダ
ー
た
ち
が
と
っ
た
「
行
動
」
と
そ

の
時
の
「
心
理
」
を
克
明
に
語
り
、
リ

ー
ダ
ー
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
熱
く
論

じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

【
福
島
第
一
原
発「
吉
田
昌
郎
所
長
」】

『
こ
の
人
と
な
ら
一
緒
に
死
ね
る
』

・
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
に
よ
っ
て

起
こ
っ
た
福
島
原
発
事
故
の
現
場
は
、

「
事
故
」
と
の
闘
い
だ
け
で
な
く
、

「
官
邸
」
や
「
東
電
本
店
」
と
の
闘

い
の
場
で
も
あ
っ
た
。

・
吉
田
所
長
の
、
毅
然
と
し
た
態
度
で

上
下
関
係
な
く
言
う
べ
き
こ
と
を
言

い
、
自
ら
の
使
命
に
忠
実
に
行
動
す

る
姿
を
部
下
は
日
頃
か
ら
見
て
き
た
。

そ
れ
は
極
限
状
態
で
も
変
わ
ら
な
か

っ
た
。

・
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
海
水
注

入
を
巡
っ
て
、
現
場
と
官
邸
・
東
電

本
店
と
意
見
が
対
立
し
た
時
、
吉
田

所
長
は
日
本
の
命
を
守
る
た
め
、
海

水
注
入
中
止
命
令
を
無
視
し
て
原
子

炉
の
冷
却
を
続
け
た
。
東
電
組
織
の

本
義
に
立
ち
返
り
、
国
民
と
国
家
の

命
を
守
る
と
い
う
本
質
を
見
失
わ
な

い
行
動
で
あ
り
、
行
動
を
共
に
し
た

現
場
の
部
下
の
冒
頭
の
発
言
か
ら
、

信
頼
関
係
の
深
さ
が
伺
え
る
。

【
光
市
母
子
殺
害
事
件
「
本
村
洋
さ
ん

を
支
え
た
日
高
良
一
工
場
長
」】

『
君
は
、
社
会
人
た
れ
』

・
妻
と
生
後
十
一
か
月
の
娘
を
十
八
歳

の
少
年
に
殺
害
さ
れ
た
こ
の
事
件
は
、

少
年
犯
罪
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
日
本

の
司
法
の
矛
盾
と
の
闘
い
を
強
い
ら

れ
た
。
九
年
間
に
及
ぶ
闘
い
の
中
で
、

何
度
も
絶
望
の
淵
に
立
っ
た
本
村
さ

ん
を
本
当
の
意
味
で
支
え
続
け
た
の

が
日
高
工
場
長
だ
っ
た
。

・
事
件
後
、
司
法
と
の
闘
い
に
疲
れ
仕

事
に
対
す
る
意
味
を
見
失
い
、
辞
表

を
提
出
し
た
本
村
さ
ん
に
対
し
て
、

日
高
工
場
長
は
、
社
会
に
対
し
て
責

任
あ
る
立
場
で
の
発
言
を
望
む
と
同

時
に
、
組
織
の
人
間
で
あ
れ
ば
会
社

と
し
て
も
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
冒
頭
の
言
葉
を
告
げ
た
。

・
そ
の
後
、
本
村
さ
ん
は
仕
事
を
通
じ

て
社
会
に
関
わ
る
こ
と
で
自
尊
心
が

回
復
し
、
司
法
の
変
革
を
促
す
行
動

に
つ
な
が
っ
た
。
本
義
を
全
う
で
き

る
人
間
に
部
下
を
育
て
て
い
く
こ
と

も
、
リ
ー
ダ
ー
の
本
義
と
い
え
る
。

年
末
調
整
は
年
税
額
の
精
算
を
す
る

た
め
の
も
の
で
、
ミ
ス
無
く
ス
ム
ー
ズ

に
処
理
す
る
た
め
に
は
、
関
係
法
規
の

知
識
や
給
与
計
算
の
仕
組
み
を
よ
く
理

解
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
十
一
月
二
二
日
㈫
の
年
末

調
整
・
給
与
計
算
実
務
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

梅
井
労
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
務
所

代
表
社
会
保
険
労
務
士

梅
井

覚

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
給
与

年
末
調
整
・
給
与
計
算
実
務
セ
ミ
ナ
ー

『
給
与
計
算
の
流
れ
を
把
握
し
、
年
末
調
整
に
備

え
る
！
』
と
題
し
、
梅
井
労
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
務
所
代
表
社
会
保
険
労
務
士

梅
井

覚

氏
が
講
演

平
成
二
八
年
度
第
十
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
リ
ー
ダ
ー
の
本
義
〜
改
め
て
考
え
る
リ
ー
ダ
ー

の
本
来
あ
る
べ
き
姿
』
と
題
し
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
作
家

門
田

隆
将
氏
が
講
演

講演を行う門田隆将氏

第
十
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
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計
算
の
流
れ
を
把
握
し
、
年
末
調
整
に

備
え
る
！
」
と
題
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
六
階

六
〇
三
会
議
室
に
て
開
催
し
、
三
四
名

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

梅
井
氏
か
ら
は
、
年
末
調
整
を
正
し

く
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
必
要
な
給

与
計
算
の
基
礎
、
社
会
保
険
料
、
源
泉

徴
収
の
知
識
や
年
末
調
整
の
進
め
方
、

税
額
の
控
除
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
ケ

ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
用
い
て
、
年
末
調
整

税
額
控
除
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
な
ど
、
演
習
問
題
を
解
き
な
が

ら
具
体
的
な
解
説
を
交
え
て
講
義
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
低
成
長
時
代
を

背
景
に
、
い
わ
ゆ
る
集
団
的
な
労
使
関

係
は
協
調
路
線
が
進
む
一
方
で
、
個
々

の
労
働
者
と
の
間
の
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

は
む
し
ろ
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
一
部
が
労
働
委
員

会
や
労
働
審
判
・
裁
判
所
に
持
ち
込
ま

れ
た
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
り
す
る
な
ど
、
対
応
に
苦
慮
す
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
業
務
命
令
無
視
な
ど
の
勤

務
態
度
不
良
、
他
の
社
員
と
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
欠
如
、
職
務
能
力
不
足
、
無
断

遅
刻
早
退
・
無
断
欠
勤
、
セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起

こ
す
「
問
題
社
員
」
は
ど
の
会
社
に
も

一
定
割
合
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
問
題
社
員
を
放
置
し
て
い
て

は
、
職
場
の
雰
囲
気
や
生
産
性
の
著
し

い
悪
化
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
企
業
と
し
て
は
当
該

社
員
に
何
ら
か
の
対
処
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に

ど
の
よ
う
な
人
事
上
の
対
処
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
法
的
な
視
点
や
判

例
を
踏
ま
え
た
上
で
実
施
し
な
け
れ
ば
、

当
該
社
員
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
拡
大

し
、
逆
に
訴
え
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
十
二
月
十
九
日
㈪
の
労
働

法
実
務
対
策
講
座
で
は
、
日
本
を
代
表

す
る
法
律
事
務
所
で
あ
る
「
石
嵜
・
山

中
法
律
事
務
所
」
の
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護

士
で
あ
る

安
藤

源
太
氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
て
開
催
し
、
七
一
名
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

安
藤
氏
は
、
問
題
社
員
の
例
と
し
て
、

「
能
力
不
足
社
員
」、「
勤
務
態
度
不
良

社
員
」、「
メ
ン
タ
ル
社
員
」、「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
社
員
」、「
私
生
活
上
ト
ラ
ブ
ル

社
員
」
を
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ

ー
ス
別
に
会
社
が
行
う
べ
き
対
処
方
法

や
注
意
点
等
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事

例
に
沿
っ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
終
了
後
に
は
、
職
員
の

処
分
や
休
職
に
関
す
る
規
定
の
就
業
規

則
へ
の
記
載
方
法
や
、
専
門
医
の
受
診

指
導
等
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
出
さ
れ
、

人
事
労
務
管
理
に
関
す
る
関
心
の
高
さ

が
伺
え
ま
し
た
。

定
年
退
職
後
に
有
期
契
約
で
再
雇
用

さ
れ
た
嘱
託
社
員
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

に
つ
い
て
、
定
年
前
よ
り
も
賃
金
を
引

き
下
げ
た
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
と
し
、

「
労
働
契
約
法
」
二
十
条
違
反
を
認
め

た
上
、
正
社
員
と
の
賃
金
差
額
の
支
払

い
を
命
じ
た
判
決
が
昨
年
五
月
に
東
京

地
裁
で
下
さ
れ
ま
し
た
（
長
澤
運
輸
事

平
成
二
八
年
度
労
働
法
実
務
対
策
講
座
第
二
講

『
定
年
後
再
雇
用
に
お
け
る
労
働
条
件
設
定
法
務

＆
実
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー
』
〜
「
長
澤
運
輸
事
件

地
裁
・
高
裁
判
決
」
の
解
説
と
企
業
側
の
実
務
対

策
〜
と
題
し
、
石
嵜
・
山
中
法
律
事
務
所

ヴ
ァ

イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

塚
越

賢
一
郎
氏

が
講
演

平
成
二
八
年
度
労
働
法
実
務
対
策
講
座
第
一
講

『�
問
題
社
員
�の
法
的
対
応
と
実
務
対
策
』
と
題

し
、
石
嵜
・
山
中
法
律
事
務
所

パ
ー
ト
ナ
ー
弁

護
士

安
藤

源
太
氏
が
講
演

講義を行う梅井 覚氏

講演を行う安藤源太氏

年
末
調
整
・
給
与
計
算
実
務
セ
ミ
ナ
ー

労
働
法
実
務
対
策
講
座
第
一
講
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件
）。
し
か
し
同
十
一
月
、
東
京
高
裁

は
地
裁
判
決
を
取
り
消
し
て
労
働
者
側

逆
転
敗
訴
の
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。

本
事
件
の
地
裁
・
高
裁
判
決
に
お
け

る
法
的
解
釈
や
事
実
認
定
に
つ
い
て
は
、

法
律
家
や
実
務
家
の
間
で
の
様
々
な
見

解
や
異
論
も
あ
り
、
現
在
最
高
裁
へ
上

告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
最

高
裁
で
の
審
理
の
行
方
を
含
め
て
社
会

的
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
二
月
六

日
㈪
の
平
成
二
八
年
度
労
働
法
実
務
対

策
講
座
第
二
講
で
は
、
労
働
問
題
を
専

門
と
し
た
日
本
を
代
表
す
る
法
律
事
務

所
で
あ
る「
石
嵜
・
山
中
法
律
事
務
所
」

の
ヴ
ァ
イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

塚

越

賢
一
郎
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

二
十
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。塚

越
氏
か
ら
は
、
長
澤
運
輸
事
件
の

地
裁
・
高
裁
判
決
の
解
説
や
、
本
事
件

を
踏
ま
え
た
定
年
後
再
雇
用
制
度
に
お

け
る
労
働
条
件
設
定
の
考
え
方
等
に
つ

い
て
、
判
例
や
関
連
法
の
ポ
イ
ン
ト
を

交
え
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
定
年
後
再
雇
用

制
度
の
労
働
条
件
設
定
時
に
お
け
る
労

使
間
協
議
の
方
法
や
重
要
性
等
に
関
す

る
質
問
が
出
さ
れ
、
関
心
の
高
さ
が
伺

え
ま
し
た
。

一
月
十
九
日
㈭
の
平
成
二
八
年
度
第

四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
株
式
会
社
帝

国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

大
宮
支
店

支
店

長

上
西

伴
浩
氏
を
講
師
と
し
て
お

迎
え
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開

催
し
、
四
十
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
、
埼
玉
県
内
の
倒

産
動
向
デ
ー
タ
を
基
に
埼
玉
県
の
企
業

を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
説
明
後
、

与
信
管
理
の
流
れ
や
取
引
先
の
変
化
を

つ
か
む
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
の
見

分
け
方
・
見
つ
け
方
と
し
て
、
企
業
情

報
を
活
用
し
た
攻
め
と
守
り
の
分
析
事

例
に
つ
い
て
、
信
用
調
査
報
告
書
の
読

み
方
等
も
含
め
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
与
信
管
理
に
携

わ
る
営
業
マ
ン
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

上
げ
方
や
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
で
の

企
業
の
評
価
方
法
等
に
関
す
る
質
問
が

出
さ
れ
、
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
伺

え
ま
し
た
。

講
演
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
与
信
行
為
と
は
、
①
売
り
手
が
②
買

い
手
に
対
し
て
③
納
品
か
ら
代
金
回

収
ま
で
の
間
に
行
う
④
信
用
行
為

（
相
手
に
信
用
を
与
え
る
こ
と
）
で
、

与
信
管
理
と
は
、
売
掛
債
権
の
回
収

確
実
化
を
目
的
と
し
た
組
織
的
な
企

業
活
動
で
あ
る
。

・
与
信
管
理
の
目
的
と
し
て
は
、
①
貸

し
倒
れ
防
止
と
貸
倒
損
失
の
軽
減
化

②
優
良
な
販
売
地
盤
の
形
成
③
財
務

基
盤
の
充
実
④
企
業
信
用
の
安
定
と

高
揚
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
、
安
心
し

て
取
引
を
行
う
上
で
も
、
様
々
な
企

業
デ
ー
タ
か
ら
取
引
を
判
断
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

・
ま
た
、
取
引
先
の
変
化
は
様
々
な
場

面
で
現
れ
て
お
り
、
倒
産
な
ど
の
緊

急
事
態
に
陥
る
場
合
に
は
必
ず
事
前

に
何
ら
か
の
シ
グ
ナ
ル
が
発
せ
ら
れ

て
い
る
。
取
引
先
の
経
営
上
の
変
化

や
従
業
員
の
変
化
等
、
常
に
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
、
起
き
た
変
化
に
対
し
て

様
々
な
可
能
性
を
検
討
し
て
先
手
を

打
つ
こ
と
で
、
危
険
を
回
避
す
る
と

と
も
に
自
社
の
経
営
効
率
も
高
ま
る
。

・
新
規
顧
客
開
拓
で
最
も
重
要
な
こ
と

は
、
相
手
に
「
聞
く
耳
」
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
相
手
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
い
か
に
掴
む
か
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
の
際
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
企
業
の
役
員
や
取
引
先
等
の

基
礎
的
な
デ
ー
タ
に
加
え
、
代
表
者

の
出
身
地
や
出
身
校
、
経
営
課
題
に

至
る
ま
で
幅
広
く
把
握
し
て
会
話
の

糸
口
を
掴
む
こ
と
で
、
相
手
の
懐
に

入
り
込
め
る
確
率
が
高
ま
る
た
め
、

効
果
的
な
企
業
情
報
の
活
用
が
求
め

ら
れ
る
。

平
成
二
八
年
度
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
成
熟
市
場
に
お
け
る
効
果
的
な
与
信
管
理
方
法

〜
企
業
の
見
分
け
方
、
見
つ
け
方
〜
』
を
テ
ー
マ

に
開
催

講演を行う上西伴浩氏

講演を行う塚越賢一郎氏

第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

労
働
法
実
務
対
策
講
座
第
二
講
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昨
年
九
月
二
一
日
、埼
玉
県
、（
公
財
）

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）

と
本
会
の
共
催
に
よ
り
、
企
業
へ
の
就

職
を
希
望
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
、

優
秀
な
人
材
確
保
を
目
指
す
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
と
な
る「
ア
ス
ナ
ビ
」

説
明
会
を
埼
玉
県
で
初
め
て
開
催
し
ま

し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目

指
す
ア
ス
リ
ー
ト
の
素
晴
ら
し
い
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
企
業
の
ア
ス
リ
ー

ト
採
用
事
例
の
発
表
が
行
わ
れ
、
企
業

の
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
は
単
な
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
で
は
な
く
、
社
内
の
一
体
感
を
生

む
素
晴
ら
し
い
活
動
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
十
二
日
㈭
の
平
成
二
八
年
度
第

四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た

企
業
の
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
活
動
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
味
の
素

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

視
察
会
を
開
催
し
、
八
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
は
、
競
技
別
の
専
用
練
習
場

で
あ
る
「
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
」、「
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
」、「
屋

内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
及
び
宿
泊
施
設
の

「
ア
ス
リ
ー
ト
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
か
ら

構
成
さ
れ
て
お
り
、
競
技
者
が
同
一
拠

点
に
お
い
て
集
中
的
・
継
続
的
に
強
化

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
日
本
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
競
技
者
の
国
際
競
技
力
の
総

合
的
な
向
上
を
図
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
施
設
で
す
。

当
日
は
、（
公
財
）
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
星
野
一
朗
理
事

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
勝
つ

た
め
の
身
体
を
つ
く
る
栄
養
管
理
食
堂

（
通
称
「
勝
ち
飯
食
堂
」）
や
、
選
手

が
使
用
す
る
各
種
競
技
の
専
用
練
習
場

の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、「
将

来
の
ス
ポ
ー
ツ
大
国
を
め
ざ
す
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
狙
い

と
将
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
に
向
け

て
」
と
題
し
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
強
化
部
長
代
理

笠
原

健
司
氏
か
ら
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
獲
得
し
た
十

二
個
の
金
メ
ダ
ル
は
、
全
て
当
セ
ン

タ
ー
に
練
習
施
設
を
有
す
る
競
技
の

も
の
で
、
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習

環
境
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

・
ま
た
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
だ
け
で

な
く
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
全
国
二
十
地
域
に
お
い
て
、

主
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
タ
レ

ン
ト
発
掘
・
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

実
施
し
て
い
る
。
適
性
を
有
す
る
潜

在
能
力
の
高
い
選
手
を
見
出
し
、
優

れ
た
コ
ー
チ
か
ら
質
の
高
い
育
成
プ

平
成
二
八
年
度
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
Ｊ
Ｏ
Ｃ
�
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
視
察
会
』
開
催

天井が高い体操競技練習場

レスリング練習場

約1000畳の広さの柔道場
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

複数メーカーの台が設置された卓球場

一品ずつ栄養分析とカロリー計算がされた「勝ち飯食堂」
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ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
性
豊
か
な
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
最
大
限
引
き
上
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

・
併
せ
て
、
適
切
な
指
導
方
法
を
身
に

つ
け
た
指
導
者
の
養
成
も
重
要
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
競
技
大
会
で
活
躍
で
き
る
選
手
を

育
成
・
指
導
す
る
た
め
の
高
度
な
専

門
的
能
力
を
習
得
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
設
け
て
い
る
。

・「
ア
ス
ナ
ビ
」
で
は
、
ま
だ
ま
だ
サ

ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
選
手
は

多
い
。
世
界
を
相
手
に
真
剣
に
競
技

に
打
ち
込
む
選
手
の
姿
は
大
き
な
刺

激
と
な
り
、
会
社
全
体
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
。
是
非
、
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

第
五
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
は
、
特
別
支

援
教
育
の
現
場
視
察
と
意
見
交
換
を
目

的
に
、
二
月
一
日
㈬
、
県
立
上
尾
特
別

支
援
学
校
を
訪
問
し
、
教
育
現
場
の
視

察
並
び
に
教
員
・
生
徒
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

上
尾
特
別
支
援
学
校
は
知
的
障
害
が

あ
る
児
童
生
徒
1
7
3
名
（
小
学
部
55

名
、
中
学
部
28
名
、
高
等
部
90
名
）
が

通
い
、「
自
立
に
向
け
た
確
か
な
力
〜

わ
か
る
・
で
き
る
・
つ
な
が
る
〜
」
を

学
校
教
育
目
標
に
掲
げ
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
推
進
し
豊
か
に
生
き
る
力
を
育
て

る
学
校
と
し
て
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

て
進
路
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
た
伝
統

あ
る
特
別
支
援
学
校
で
す
。

当
日
は
、
四
名
の
会
員
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま
ず

学
校
概
要
の
説
明
や
参
加
者

紹
介
を
行
い
、
そ
の
後
各
学

年
の
授
業
や
作
業
学
習
の
様

子
、
学
校
施
設
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

作
業
学
習
の
見
学
で
は
、

窯
業
班
、
布
工
芸
班
、
紙
工

芸
班
、
革
工
芸
班
、
木
工
班
、

農
園
芸
班
が
班
別
に
分
か
れ

て
作
業
す
る
様
子
を
そ
れ
ぞ

れ
見
学
。

校
内
見
学
後
は
、
進
路
状

況
説
明
や
生
徒
の
発
表
、
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

児
童
生
徒
が
高
い
集
中
力

を
持
っ
て
、
作
業
に
打
ち
込

ん
で
い
る
様
子
や
、
そ
れ
を

全
力
で
支
え
る
学
校
側
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
な
ど
を
視
察
す

平
成
二
八
年
度
第
五
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
特
別
支
援
教
育
の
現
場
視
察
と
意
見
交
換
会
〜

県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校
』
を
開
催

挨拶する JOC星野一朗理事

講演する JOC笠原健司氏

挨
拶
す
る
上
尾
特
別
支
援
学
校
長

野
口
馨
氏
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る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
一
同
、
特

別
支
援
教
育
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
障
害
者
雇
用
の
重
要
性
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

本
会
と
の
共
催
で
、
平
成
二
八
年
度
働

く
女
性
応
援
講
座
をW

ith
you

さ
い

た
ま
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
各
講

と
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
講
義

が
進
め
ら
れ
、
参
加
者
同
士
の
積
極
的

な
意
見
交
換
に
よ
り
、
普
段
の
仕
事
で

は
得
ら
れ
な
い
様
々
な
気
づ
き
を
得
ら

れ
た
様
子
で
し
た
。

◇
各
講
開
催
概
要

・
第
十
三
講
（
十
二
月
八
日
）
二
八
名

「
仕
事
の
基
礎
力
」
能
勢
み
ゆ
き
氏

・
第
十
四
講
（
十
二
月
二
一
日
）
五
四

名「
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向

上
」

河
﨑
理
恵
子
氏

・
第
十
五
講
（
一
月
十
八
日
）
十
四
名

「
営
業
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

太
田
彩
子
氏

・
第
十
六
講
（
一
月
二
六
日
）
五
六
名

「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

河
﨑
理
恵
子
氏

・
第
十
七
講
（
二
月
八
日
）
十
五
名

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」

河
﨑
理
恵
子
氏

・
第
十
八
講
（
二
月
十
八
日
）
十
四
名

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

能
勢
み
ゆ
き
氏

一
月
二
十
日
㈮
、
二
月
二
三
日
㈭
埼

玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会

と
の
共
催
で
、
平
成
二
八
年
度
働
く
女

性
応
援
講
座
をW

ith
you

さ
い
た
ま

に
お
い
て
開
催
し
、
合
計
十
三
名
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
『
管
理
職
候
補
者
研
修
（
後

期
Ⅰ
・
Ⅱ
）』
と
し
て
、
前
期
講
座
に

引
き
続
き
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト

能
勢
み
ゆ
き
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ

き
ま
し
た
。

一
日
目
は「
管
理
職
候
補
者
の
上
司
」

を
対
象
に
、
女
性
の
特
徴
や
特
性
を
理

解
し
て
女
性
社
員
の
能
力
を
引
き
出
し
、

将
来
の
女
性
管
理
職
を
効
果
的
に
育
成

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
接
し
方
の
習

得
、
二
日
目
は
「
管
理
職
候
補
者
」
を

対
象
に
、
女
性
管
理
職
候
補
者
と
し
て

の
強
み
や
課
題
な
ど
の
現
状
を
把
握
し
、

女
性
管
理
職
に
な
る
不
安
や
課
題
を
解

消
し
て
リ
ー
ダ
ー
に
相
応
し
い
あ
り
方

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

講
義
で
は
、
上
司
の
立
場
の
参
加
者

に
対
し
て
、
女
性
管
理
職
の
育
成
に
は
、

管
理
職
候
補
者
で
あ
る
こ
と
を
、
上
司

か
ら
部
下
へ
期
待
を
込
め
て
伝
え
る
こ

と
が
動
機
付
け
の
た
め
に
も
必
要
で
あ

る
こ
と
、
管
理
職
候
補
の
参
加
者
に
対

し
て
は
、
管
理
職
と
し
て
の
自
信
を
持

つ
た
め
に
も
、
担
当
業
務
以
外
に
も
視

野
を
広
げ
、
仕
事
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

の
重
要
性
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
さ

れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

本
会
と
の
共
催
で
、
一
月
十
一
日
㈬
熊

谷
市
立
商
工
会
館
、
二
月
一
日
㈬
春
日

部
市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
、
二
日
㈭
加
須

市
商
工
会
館
に
お
い
て
平
成
二
八
年
度

働
く
女
性
応
援
講
座
を
開
催
し
、
合
計

三
三
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

通
常
の
講
座
は
、
さ
い
た
ま
市
に
あ
る

「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
」
で

の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
今

年
度
は
県
内
各
地
で
出
前
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

熊
谷
・
春
日
部
会
場
で
は

『
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
』、
加
須
会
場
で
は
『
対

人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

向
上
』
を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河

﨑
理
恵
子
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

『
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
』
で
は
、
自
分
の
仕
事

や
時
間
の
使
い
方
に
つ
い
て

振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
実

践
方
法
に
つ
い
て
、『
対
人
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
』
で
は
、
人
間
関

係
を
築
く
だ
け
で
な
く
、
効
率
よ
く
仕

事
を
進
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
体
験
的

に
学
び
、
自
身
が
望
む
生
活
バ
ラ
ン
ス

（
時
間
配
分
）
を
実
現
す
る
た
め
の
手

法
や
気
づ
き
を
得
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

『
出
前
セ
ミ
ナ
ー（
熊
谷
・
春
日
部
・
加
須
）』開
催

働
く
女
性
応
援
講
座

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

（
第
十
三
講
〜
第
十
八
講
）
開
催

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

『
管
理
職
候
補
者
研
修（
後
期
Ⅰ
・
Ⅱ
）』
開
催

働く女性応援講座（第14講）
「対人コミュニケーション力向上」

働く女性応援講座
「管理職候補者研修（後期Ⅰ・Ⅱ）」

働く女性応援講座
「出前セミナー（加須市商工会館）」
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………186社
回収率……………………………33．8％

�業種内訳 �内製造業………………85社
�内非製造業 …………101社

�資本金別
�5000万円以下………………………93社
�5000万円超～1億円以下…………45社
�1億円超～3億円以下……………10社
�3億円超……………………………38社

企業経営動向調査（2016年度第4回〈17年1月調査〉）結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、製造業・非製
造業とも「＋10」以上改善している。

�先行きについては、16年10月比で製造
業「＋15」、非製造業「＋25」の改善
を見込んでいる。

17年1月

1

－5

6

－1

－9

7

16年10月

－12

－15

－10

－21

－24

－18

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、16年10月比で
製造業は「＋4」の小幅改善、非製造
業は横這いとなっている。

�先行きについては、16年10月比で製造
業は「－5」の悪化、非製造業は「＋
5」の改善を見込んでいる。

17年1月

－9

－13

－6

－11

－20

－3

16年10月

－11

－17

－6

－11

－15

－8

1．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、16年10月比で
製造業・非製造業とも横這いになって
いる。

�先行きについては、16年10月比で製造
業「＋2」、非製造業「＋3」の改善
を見込んでいる。

17年1月

4

0

7

2

－2

5

16年10月

4

0

7

－1

－4

2

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）16／10－12月期、17／1－3月期の上段の（ ）内の数値は16年10月調査時の見通し

�10－12月期の売上高DI は、7－9月期比で
製造業「＋25」、非製造業「＋24」と大幅に
改善した。

�今後の見通しについては、製造業・非製造業
とも厳しい見方をしており、17／1－3期は
大幅な悪化、17／4－6期は概ね横這いと見
込んでいる。

見 通 し

17／4－6

－8

－5

－10

17／1－3

（3）
－3

（－4）
－7

（9）
0

実 績

10－12

（20）
31

（20）
22

（20）
38

16／7－9

6

－3

14

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�10－12月期の経常利益DI は、7－9月期比
で製造業「＋27」、非製造業「＋20」と大幅
に改善した。

�今後の見通しについては、製造業・非製造業
とも厳しい見方をしており、17／1－3期・
17／4－6期連続で悪化すると見込んでいる。

見 通 し

17／4－6

－14

－13

－14

17／1－3

（1）
2

（－3）
2

（3）
2

実 績

10－12

（20）
29

（23）
26

（17）
32

16／7－9

6

－1

12

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、16年10月
比で製造業「－14」、非製造業「－6」
と不足感が強まっている。

�先行きについては、16年10月比で製造
業・非製造業とも概ね横這いながら、
非製造業の不足感は弱まると見込んで
いる。

17年1月

－2

－1

－2

0

2

－2

16年10月

9

13

4

－1

1

－4

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の生産・営業用設備DI は、16年
10月比で製造業・非製造業とも概ね横
這いながら、製造業の不足感は弱まっ
ている。

�先行きについては、16年10月比で製造
業・非製造業とも概ね横這いながら、
製造業は「＋3」の不足感改善、非製
造業は「－2」の不足感悪化を見込ん
でいる。

17年1月

－4

－4

－4

－8

－8

－7

16年10月

－5

－8

－3

－8

－11

－5

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近の雇用人員DI は、16年10月比で
製造業、非製造業とも不足感が高まっ
ており、製造業「－26」・非製造業「－43」
となっている。

�先行きについては、16年10月比で製造
業・非製造業とも概ね横ばいながら、
人材確保の厳しい状況が今後も続くと
見込んでいる。

17年1月

－35

－26

－43

－37

－26

－47

16年10月

－29

－21

－36

－34

－24

－43

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI は、16年10月比で
製造業、非製造業とも概ね横ばいであ
り、全体的に資金繰り繁忙感はでてい
ない。

�先行きDI についても、全体として資
金繰り繁忙感はみられないが、製造業
で16年10月比「－8」の悪化を見込ん
でいる。

17年1月

14

13

14

9

5

12

16年10月

15

12

17

14

13

14

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、16年10月比で
製造業・非製造業とも概ね横這いとな
っている。

�先行きについては、16年10月比で製造
業は「＋3」の改善、非製造業は「－9」
の悪化を見込んでいる。

17年1月

－3

－9

3

－9

－13

－5

16年10月

－3

－8

1

－6

－16

4

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、16年10月比で
製造業が「＋6」と上昇しており、先
行きについても16年10月比で「＋14」
の上昇を見込んでいる。

�非製造業は最近・先行きとも、16年10
月比で概ね横這いとなっている。

17年1月

15

17

14

24

35

13

16年10月

12

11

13

18

21

16

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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略歴
吉川 はる奈
（よしかわ はるな）
1988年お茶の水女子大学
卒業、1990年同大学大学
院家政学研究科児童学専
攻修了
お茶の水女子大学助手等
を経て2003年より埼玉大
学教育学部助教授、2013
年より同大学教授。専門
は生活空間での子どもの
発達と子育て支援。

大学学部時代に所属研究室と都
立病院小児科の大型研究プロジェクトに参加した
ことがきっかけで、赤ちゃんや子どものもつ不思
議な力に魅せられ、彼らの心身の健康な育ちを支
援することをめざし、現在に至っています。子ど
もをキーワードに、さまざまな領域の方々と出会
い、学びあい、教えあい、刺激しあい、協働で、
子どもの物的環境、人的環境がよりよくなるよう
にと取り組んでいます。
現在教育学部に所属し、子どもの発達や遊びに
関心あるゼミ生とともに研究と臨床をしています。
進行中のプロジェクトをいくつか紹介しましょう。
1つは、子どもの手指動作の発達研究プロジェク
トです。子どもの生活空間はとても便利に変化し、
子どもの手指の熟達に少なからず影響があると感
じています。たとえば、ドアノブも、水道蛇口も、
靴紐も、デザインが豊かに工夫されて手指に負担
なく使えるようになった反面、子どもの手指動作
や技能に求められる部分が少なくなりました。昨
今の子どもの食具をはじめ身の回りの道具の手指
使いについて調査し、子どもの遊びや道具に必要
な視点を提案できることで、子どもが育つ環境を

より質の高いものにと考えています。またもう1
つ、子育て支援の充実が国内どの地域でも叫ばれ
るようになったことはとても嬉しいことですが、
海外の先進事例調査から、国内事例と比較し、そ
こからみえる国内事例に必要な視点を考察するな
ど国際比較調査をしています。
子どもの健康な育ちを支える環境として、人的
環境のバックアップも課題です。教員養成にかか
わる立場として学生を巻き込みながらすすめてい
ます。
最後に‥。図は小学4年生と6年生にどんなと
きが幸せかたずねた結果です。もちろん友達と遊
ぶときです。すべての子どもが幸せな社会になる
よう研究
成果を還
元してい
くことが
研究者と
しての使
命と考え
ています。

排水の評価・管理手法の
提案、消毒副生成物の制
御

略歴
三小田 憲史
（さんこだ けんし）
2013年 熊本県立大学大
学院環境共学研究科修了
博士（環境共生学）取得
日本学術振興会特別研究
員を経て、2015年3月か
ら現職

私は普段、水環境というテーマ
で研究を行っています。家庭から出た生活排水は、
多くの場合、下水処理場へ導水されて処理を受け
ていることは多くの方がご存じだと思います。下
水処理場で処理された水は、どこへ行くのでしょ
うか。答えは下水処理場の立地条件によって異な
り、内陸部では河川等に再放流されるほか、一部で
は洗浄用水として再利用されています。この下水
処理水を色々な方面にもっと活用しようという動
きが現在進んでいます。その理由の一つとして、最
近では気候変動等による降水量の不安定化が懸念
されており、安定した流量が見込める下水処理水
が都市における貴重な水資源となり得るからです。
一方で、下水処理水の再利用を今後さらに促進
していくには考慮しなければいけないこともあり
ます。一つは病原微生物による感染症の問題です。
これを防ぐには塩素を中心とした消毒処理が有効
なのですが、その際に消毒副生成物と呼ばれる有
害な物質が生成することがあります。これは、水
中に含まれる有機物と塩素の化学反応で生じるも
のです。誤解が生じないように補足しますと、塩
素消毒の必要性やそれに伴う副生成物の問題は下

水処理水に限った話ではなく、通常の表流水にも
そのまま当てはまります。また、塩素処理で得ら
れる消毒効果（ベネフィット）は、消毒副生成物に
よるリスクを大きく上回るという考えが環境工学
分野では基本になっています。しかし、十分な消
毒効果が得られつつ消毒副生成物が低減できるな
らそれに越したことはなく、そのための研究は下
水処理水の利活用拡大や持続可能な水循環社会の
形成にも貢献できます。そこで私は、下水処理水
が流れる都市河川に消毒副生成物の原因となる物
質が含まれるかどうかや、含まれていた場合には
それらの性質
や環境中での
ふるまいを調
べており、研
究を通じて消
毒副生成物を
上手にコント
ロールできる
方法を提案し
ていきたいと
考えています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999999999999999999999999999回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

子どもの心身の健康な育ちを支援する環境づくり
埼玉大学 教育学部 生活創造講座 吉 川 はる奈 教授

持続可能な水循環型社会に向けて
埼玉大学 大学院理工学研究科 環境科学・社会基盤部門 環境科学領域 三小田 憲 史 助教
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昨年の7月7日、近代建築の巨匠の一人であるル・コルビュ
ジェの17の建築が世界文化遺産に登録されました。その登録作
品のうちの一つは、東京上野にある国立西洋美術館です。都内
で初めての世界文化遺産でもあります。
我が国に存在する彼の作品は唯一これのみになりますが、本
学のキャンパス内には今回指定された、終の棲家と呼ばれてい
る「カップ・マルタンの休暇小屋」の1／1の原寸レプリカが
あります。
今から遡ること6年前の2011年、現地にて実測調査を行い学
生諸君の手によって完成したもので、本学の建設学科と製造学
科の協同によりビス一本、家具金物から内外装に至るまで精緻
につくられています。建築はその置かれている立地条件との関
係が重要であることは勿論です。現地へ行くと、この小さな小
屋がその環境（海と山）と一体不二の関係にあることが理解で
きます。一方、残念ながら現地では小屋内部の見学時間が限ら
れるだけでなく、自分の手で建具を開閉したり、家具に触れた

りすることが出来ません。本
学には眼前の地中海も背後の
山も、ヴァナキュラーなロク・
ブリュヌ村もありませんが、
何よりも嬉しいのは、内部空
間を実際に手に触れてじっく
り味わうことができることで
す。
なぜ、このちっぽけで粗末
な休暇小屋が世界遺産なのか、
何故コルビュジェは終の棲家
として終生この小屋を愛して
いたのか、光の豊かさ、居場
所の有り様、モデュロール（黄
金比を使った身体寸法）など
を是非体感してみませんか。

大学院での研究開始当初は、「英語学」
を専門としてことばの研究をしていまし
た。英語の歴史や仕組みを学び、特に「こ

とば」を「文化」「社会」という観点から包括的に分析し、コ
ミュニケーション方法の比較を行ってきました。しかし10年前
から大学の授業で英語科目を担当するようになり、研究内容を
実際の英語教育に役立てられることが一番必要であると考える
ようになり、「応用言語学」「英語教育」分野の研究を行うよう
になりました。
本学の学生たちも、将来企業でさまざまな国出身の外国人の
同僚とコミュニケーションを取る必要が出てくると思われます。
一昔前であれば、正しい発音、ネイティブスピーカーのように
正確な文法できれいな発音で話せるようになるには、との目標
を持って英語を学ぶ人も多くそれが当たり前でしたが、同じ英

語も多様化し、英語のネイティブ（アメリカ人やイギリス人）
と話すだけのものではなくなりました。つまり、英語としての
正しさを重視するのではなく、人と「英語を使って」コミュニ
ケーションを取る場合にどのようにしたらよいかを身につける
ことが、より必要な時代になってきました。英語教育分野でも
「English as a lingua franca（リンガフランカとしての英
語）」の研究も進み始め、私自信も少し関わっているのですが、
どのように人とコミュニケーションをうまくとるか、英語が母
語ではない人と仕事上どのように意思疎通するかが重要である
と思います。学生たちにも、英語の授業を受ける時には「英語
の知識」を身につけるだけではなく、「英語を使って」自分の
考えを伝えること、積極的にコミュニケーションを取る姿勢、
また異文化について理解する心を学んでほしいと思います。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第888888888888888888888888000000000000000000000000回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

世界遺産の休暇小屋を体感しませんか
建設学科 藤 原 成 曉 教授

藤原 成曉（ふじわら なりあき）教授、武蔵野美術大学造形学部建築学科卒業、一級建築士、インテリアプランナー、一級建
築施工管理技士。鬼頭梓建築設計事務所などを経て東京に設計事務所設立。2006年4月からものつくり大学助教授、現在教授、
建設学科長。日本建築学会会員、日本インテリア学会会員、日本建築家協会会員、東京建築士会会員。著書「歩く・見る・描く・
デザインする―スケッチで脳を触発しよう―」（彰国社）。（連絡先：048‐564‐3850／fujiwara@iot.ac.jp）

実践で役立つ英語コミュニケーション力育成
製造学科 土 井 香乙里 講師

土井 香乙里（どいかおり）講師 早稲田大学大学院教育学研究科博士後期課程。早稲田大学人間科学学術院人間情報科学科助
手、同研究センター客員講師、東京電機大学理工学部（EEP）インストラクターを経て、2010年9月から、ものつくり大学講師。
社会言語学・英語教育。（連絡先：048‐564‐3844／k_doi@iot.ac.jp）

ア
ト
リ
エ
と
小
屋

ロ
ク
・
ブ
リ
ュ
ヌ
村

―27―



����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

二
月
十
四
日
㈫
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
国
際
会
議
室
に
お
い
て
、
埼
玉
県

出
身
の
実
業
家
、
渋
沢
栄
一
の
精
神
を

受
け
継
ぐ
全
国
の
企
業
経
営
者
に
贈
ら

れ
る
「
第
十
五
回
渋
沢
栄
一
賞
」
の
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、
日
本
パ
ー
カ
ラ
イ

ジ
ン
グ
株
式
会
社
（
東
京
都
中
央
区
）

取
締
役
名
誉
会
長

里
見
菊
雄
氏
、
戸

田
中
央
医
科
グ
ル
ー
プ
（
埼
玉
県
戸
田

市
）
会
長

中
村
隆
俊
氏
、
株
式
会
社

マ
ル
ハ
物
産（
徳
島
県
板
野
郡
松
茂
町
）

代
表
取
締
役
会
長

林

香
与
子
氏
の

三
氏
が
受
賞
し
た
。

表
彰
は
、
渋
沢
栄
一
賞
選
考
委
員
長

の
利
根
忠
博
本
会
名
誉
会
長
の
講
評
の

後
、
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
し
て

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
と
渋
沢
栄
一
の
生

誕
地
深
谷
市
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

受
賞
理
由
は
次
の
と
お
り
。

■
里
見
菊
雄
氏
（
日
本
パ
ー
カ
ラ
イ
ジ

ン
グ
株
式
会
社
取
締
役
名
誉
会
長
）

◇
会
社
概
要

金
属
表
面
処
理
並
び
に
そ
の
関
連
事

業
。
一
九
二
八
年
創
業
、
従
業
員
数
三

八
八
六
名
（
単
体
七
九
六
名
）。

◇
優
れ
た
経
営
面

・
創
業
以
来
、
限
ら
れ
た
地
球
上
の
資

源
を
有
効
に
保
護
す
る
と
の
創
業
者

の
理
念
を
守
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ

ェ
ア
Ｎ
ｏ
�
1
の
金
属
表
面
処
理
を

中
心
に
、
国
内
外
に
子
会
社
四
三
社
、

関
連
会
社
十
二
社
を
有
し
、
連
結
売

上
高
は
一
〇
九
〇
億
円
超
。

・
一
九
六
五
年
の
台
湾
に
お
け
る
中
日

金
属
工
業
設
立
に
中
心
と
な
っ
て
尽

力
、
そ
の
後
も
積
極
的
に
海
外
事
業

を
展
開
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
一
九
五
六
年
に
設
立
さ
れ
た（
公
財
）

里
見
奨
学
会
の
理
事
長
と
し
て
、「
故

郷
大
分
の
若
者
の
学
業
の
志
を
支
援

し
た
い
」
と
の
創
業
者
の
意
思
を
受

け
継
ぎ
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
学

生
へ
の
奨
学
金
給
付
の
他
、
大
分
県

竹
田
市
の
小
・
中
・
高
校
へ
の
図
書

購
入
資
金
の
助
成
、
表
面
処
理
関
係

の
研
究
団
体
へ
の
学
術
助
成
金
の
支

給
を
実
施
。

・
一
九
七
五
年
に
設
立
さ
れ
た（
公
財
）

老
人
は
げ
み
の
里
見
会
の
理
事
長
と

し
て
、
大
分
県
下
の
老
人
福
祉
施
設

の
増
進
へ
助
成
。

■
中
村
隆
俊
氏
（
戸
田
中
央
医
科
グ
ル

ー
プ
会
長
）

◇
会
社
概
要

・
医
療
・
介
護
経
営
。
一
九
六
二
年
創

業
、
従
業
員
数
一
三
三
九
一
名
。

◇
優
れ
た
経
営
面

・
創
業
以
来
、
一
都
四
県
に
一
一
四
か

所
の
関
連
事
業
所
を
展
開
す
る
売
上

高
約
一
〇
〇
〇
億
円
に
上
る
国
内
最

大
級
の
医
療
グ
ル
ー
プ
に
成
長
。

・
治
す
医
療
か
ら
治
し
支
え
る
医
療
へ

と
発
展
さ
せ
、
さ
ら
に
、
地
域
包
括

ケ
ア
で
求
め
ら
れ
る
医
療
・
介
護
を

提
供
し
、
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
。

・
ブ
レ
ス
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
腎
セ
ン

タ
ー
、心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
、全
国
初

の
嗜
好
品
外
来
の
開
設
な
ど
、
特
徴

の
あ
る
専
門
科
を
多
く
保
有
す
る
と

と
も
に
、手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ

ィ
ン
チ
」
の
埼
玉
県
内
初
の
導
入
な

ど
最
新
鋭
機
器
に
よ
る
医
療
を
推
進
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
個
人
で
青
少
年
育
成
の
た
め
の
基
金

の
設
立
を
目
的
に
、
多
方
面
へ
の
多

額
の
寄
付
を
実
施
。

・
二
〇
〇
七
年
か
ら
戸
田
市
と
共
同
で

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ウ
ォ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
戸

田
市
」
を
開
催
。
当
初
五
％
で
あ
っ

た
乳
が
ん
検
診
率
を
五
二
・
七
％
に

ま
で
引
上
げ
た
。

・
一
九
七
四
年
か
ら
継
続
し
て
い
る
献

血
活
動
へ
の
貢
献
や
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
へ
も
尽
力
。

■
林

香
与
子
氏
（
株
式
会
社
マ
ル
ハ

物
産
代
表
取
締
役
会
長
）

◇
会
社
概
要

・
レ
ン
コ
ン
加
工
品
製
造
業
。
一
九
五

八
年
創
業
、
従
業
員
数
五
六
名
。

◇
優
れ
た
経
営
面

・
レ
ン
コ
ン
加
工
業
界
を
牽
引
し
て
き

た
パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
。

・
一
九
七
八
年
中
国
か
ら
の
レ
ン
コ
ン

輸
入
開
始
。
輸
入
量
は
現
在
七
八
〇

〇
ｔ
を
超
え
、
輸
入
初
年
度
の
約
一

五
六
倍
。

・
二
〇
〇
三
年
に
㈲
マ
ル
ハ
フ
ァ
ー
ム

を
設
立
、
徳
島
県
の
休
耕
田
を
借
受

け
、
レ
ン
コ
ン
栽
培
を
開
始
。
耕
作

放
棄
地
の
減
少
・
地
域
農
業
の
振
興

に
貢
献
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
徳
島
県
内
の
女
性
社
長
の
先
駆
け
と

し
て
女
性
の
起
業
・
経
営
を
支
援
。

・
障
害
者
を
積
極
的
に
雇
用
（
障
害
者

雇
用
率
十
八
％
）。
障
害
者
施
設
か

ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
体
験
学

習
等
を
実
施
。

・
徳
島
県
経
営
者
協
会
初
の
女
性
副
会

長
と
し
て
、徳
島
県
の
企
業
の
発
展
・

地
方
産
業
経
済
の
興
隆
に
寄
与
。

・（
一
社
）
日
本
惣
菜
協
会
副
会
長
・

中
四
国
支
部
長
と
し
て
、
日
本
の
中

食
・
惣
菜
事
業
の
発
展
に
寄
与
。

里里
見見
菊菊
雄雄
氏氏
、、
中中
村村
隆隆
俊俊
氏氏
、、

林林
香香
与与
子子
氏氏
がが
渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
をを
受受
賞賞

〜〜
第第
十十
五五
回回
渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
表表
彰彰
式式
開開
催催

林 香与子氏（右）

講評を述べる
利根忠博本会名誉会長

主催者挨拶をする
上田清司埼玉県知事

中村隆俊氏（右から2人目） 里見菊雄氏（右）
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二
月
二
二
日
㈬
、
も
の
つ
く
り
大
学

と
本
会
が
共
催
し
、
埼
玉
県
、
埼
玉
県

教
育
委
員
会
後
援
の
「
平
成
二
八
年
度

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座
」
が

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
、
高

校
生
を
含
む
約
三
二
〇
名
の
方
々
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
も
の

つ
く
り
大
学
と
本
会
が
地
域
社
会
へ
の

貢
献
活
動
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
十
三
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

開
講
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
も
の
つ
く

り
大
学

長
谷
川
真
一
理
事
長
と
、
本

会

上
條
正
仁
会
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
―
新
国
立
競
技
場
か
ら
未
来
の

も
の
づ
く
り
に
向
け
て
―
」
と
題
し
て
、

建
築
家
・
東
京
大
学
教
授

隈

研
吾

氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。講

演
に
お
い
て
隈
氏
は
、
建

築
家
を
志
し
た
き
っ
か
け
や
、

新
国
立
競
技
場
の
設
計
に
あ
た
り
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
、
今
の
時
代
に
相
応

し
い
建
築
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
設
計
さ

れ
た
数
々
の
建
築
物
の
解
説
と
、
そ
れ

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
参
加
し
た
高
校

生
か
ら
の
質
問
に
対
し
、「
今
か
ら
様
々

な
建
築
を
見
て
、
建
物
の
構
造
や
材
質
、

そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
効
果
な
ど
に
つ
い

て
友
人
ら
と
意
見
を
交
わ
し
、
建
築
に

対
す
る
見
識
を
深
め
て
ほ
し
い
。」
と

エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

一
�
建
築
家
を
志
し
た
人
生
の
転
機

一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
備
え
て
建
設
さ
れ
た
国
立
代
々

木
競
技
場
を
十
歳
で
初
め
て
見
た
と
き
、

建
築
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
た
。
当
時
は

今
と
違
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
鉄
骨
が
中
心
の
工
業
化
社

会
で
、
効
率
よ
く
強
度
の
あ

る
同
じ
よ
う
な
建
物
を
造
る

の
が
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
ん

な
中
、
屋
根
全
体
が
吊
り
下

げ
ら
れ
た
内
部
に
柱
を
持
た

な
い
珍
し
い
構
造
の
建
物
は
、

技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
凄
さ

が
あ
り
世
界
的
に
も
評
価
が

高
い
。

二
�
新
国
立
競
技
場
の
設
計

森
の
中
の
建
物
で
あ
る
た

め
、
環
境
に
う
ま
く
溶
け
込

む
よ
う
、
で
き
る
だ
け
高
さ

を
抑
え
る
設
計
に
挑
戦
し
た
。
ま
た
、

法
隆
寺
五
重
塔
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

多
く
の
観
客
の
目
に
触
れ
る
軒
裏
に
沢

山
の
木
を
使
用
し
て
日
本
の
木
の
文
化

を
演
出
す
る
と
と
も
に
、
木
材
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
る
屋
根
の
軽
量
化
に
よ

り
建
物
全
体
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
設
計
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
っ
て
図
面
を
描
き
、
様
々
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
な
が
ら
最
適
化
し

て
お
り
、
現
代
の
設
計
者
に
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
技
術
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
で
は
、
木
の
不
燃
化
や
防
腐
化

の
技
術
が
進
化
し
て
お
り
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
進
化
に
よ

り
誕
生
し
た
様
々
な
建
築
材
料
の
使
用

や
、
環
境
技
術
を
駆
使
し
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
電
力
に
よ
り
雨
水
を
循
環
し
て

小
川
の
再
生
を
計
画
す
る
な
ど
、
新
国

立
競
技
場
を
通
じ
て
日
本
の
技
術
を
世

界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

三
�
こ
れ
か
ら
の
建
築

こ
れ
ま
で
、
国
内
外
を
問
わ
ず
様
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
今
の
時
代
に
相
応

し
い
建
築
を
設
計
し
て
き
た
。
日
本
の

技
術
を
駆
使
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の

材
料
を
活
用
し
、
古
く
か
ら
残
る
伝
統

を
取
り
入
れ
て
地
域
に
溶
け
込
む
空
間

を
創
り
出
し
て
き
た
。

海
外
で
の
経
験
か
ら
、
日
本
人
の
几

帳
面
さ
を
痛
感
し
て
お
り
、日
本
で「
も

の
づ
く
り
」
を
勉
強
す
れ
ば
世
界
に
通

用
す
る
技
術
者
に
な
れ
る
と
思
っ
て
い

る
。二

十
世
紀
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
を

用
い
て
世
界
中
が
同
じ
よ
う
な
建
物
の

造
り
方
を
し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
の
時

代
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
や
伝

統
を
引
き
継
い
で
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
力
を
最
大
限
活
用
し
、
単

に
昔
の
技
術
を
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、

今
の
技
術
と
組
み
合
わ
せ
て
そ
の
地
域

の
新
し
い
個
性
を
創
り
出
せ
る
多
様
で

楽
し
い
時
代
が
き
て
い
る
。

平
成
二
八
年
度
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

『
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
新
国
立
競
技

場
か
ら
未
来
の
も
の
づ
く
り
に
向
け
て
―
』
と
題
し
、

建
築
家
・
東
京
大
学
教
授

隈

研
吾
氏
が
講
演

平成28年度ものつくり大学特別公開講座

講演を行う 隈 研吾氏

主催者挨拶をする
本会上條正仁会長

主催者挨拶をする長谷川真一
ものつくり大学理事長

参加した高校生からも積極的に質問が出された
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埼
玉
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
四

者
面
談
会
が
一
月
二
十
二
日
㈰
、
熊
谷

文
化
創
造
館
さ
く
ら
め
い
と
で
開
催
さ

れ
た
。
本
会
推
薦
の
会
員
企
業
経
営
者

五
名
（
別
記
）
と
学
校
側
か
ら
は
十
五

組
、
四
十
五
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
面

談
会
は
平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て

お
り
今
年
度
で
通
算
十
四
年
目
と
な
る
。

こ
の
四
者
面
談
会
で
は
高
校
生
が
企

業
経
営
者
か
ら
企
業
や
社
会
が
求
め
る

人
材
像
や
企
業
人
に
な
る
た
め
の
心
構

え
、
学
生
時
代
に
な
す
べ
き
事
な
ど
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
で

自
分
を
見
つ
め
直
し
進
路
選
択
能
力
を

向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
生
徒
・
保
護
者

の
職
業
意
識
形
成
を
支
援
し
、
望
ま
し

い
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
於

い
て
参
加
校
は
就
職
希
望
者
の
多
い
専

門
高
校
に
限
ら
ず
県
北
部
を
中
心
と
し

た
普
通
高
校
の
生
徒
も
毎
年
多
数
参
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
推
進
を
担
う
教
員
に
対
し
て
重
要

な
意
識
改
革
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

面
談
終
了
後
の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
チ
ャ
ン
ス
は
そ
こ
ら
中
に
あ
っ

て
、
自
分
が
そ
れ
を
見
つ
け
る
た
め
に

は
、
好
奇
心
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
大

切
だ
と
分
か
っ
た
」「
自
分
が
悩
ん
で

い
る
こ
と
を
た
く
さ
ん
相
談
し
て
自
分

の
将
来
に
つ
い
て
よ
く
考
え
る
時
間
を

も
つ
こ
と
が
で
き
た
」「
自
分
に
ど
の

よ
う
な
仕
事
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
こ

れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
く
も
の
は
な
ん

で
あ
る
か
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
自

身
の
進
路
と
面
談
の
内
容
が
リ
ン
ク
す

る
部
分
が
多
く
安
心
し
た
」
等
の
感
想

が
見
ら
れ
た
。
社
会
が
求
め
る
人
材
と

は
、
興
味
関
心
と
意
欲
の
あ
る
者
だ
と

知
り
、
ど
の
よ
う
な
活
動
も
気
持
ち
や

考
え
方
で
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
理
解
し
た
こ
と
が
伺
え
た
。
企
業
経

営
者
か
ら
進
路
選
択
に
お
け
る
俯
瞰
的

な
立
場
で
、
価
値
観
を
変
え
る
具
体
的

な
示
唆
を
も
ら
え
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
保
護
者
か
ら
は
「
親
子
で
悩
ん
で

い
た
日
々
に
い
た
だ
い
た
言
葉
は
胸
に

刻
ま
れ
ま
し
た
」「
経
営
者
の
方
の
お

話
は
と
て
も
楽
し
く
と
て
も
心
に
響
く

も
の
で
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
が

重
く
、
子
ど
も
の
心
に
い
ま
何
が
大
切

な
の
か
響
い
て
い
た
と
思
い
ま
す
」「
子

供
だ
け
で
な
く
自
分
自

身
に
も
大
変
参
考
に
な

る
内
容
で
参
加
で
き
て

本
当
に
良
か
っ
た
」。

先
生
方
か
ら
は
「
経
営

者
の
考
え
方
を
直
接
聞

く
機
会
は
決
し
て
学
校

で
は
学
べ
な
い
大
変
貴

重
な
機
会
で
あ
り
、
学

校
に
お
け
る
進
路
指
導

に
も
大
変
参
考
と
な
り

ま
し
た
」「
生
徒
の
顔

が
お
話
を
伺
う
う
ち
に
明
る
く
な
っ
て

い
く
の
が
傍
で
わ
か
り
ま
し
た
。
本
人

と
保
護
者
の
方
が
一
番
不
安
に
思
っ
て

い
た
こ
と
が
、
社
長
さ
ん
の
お
話
で
楽

な
気
持
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
自
分
自

身
に
対
し
て
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
丁
寧
に
優

し
く
語
っ
て
い
た
だ
き
私
自
身
も
参
考

に
な
り
、
こ
の
面
談
会
に
参
加
し
有
意

義
で
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
四
者
面
談
会
は
毎
年

参
加
し
た
生
徒
・
保
護
者
・
教
員
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

◆
参
加
企
業
経
営
者
（
敬
称
略
）

▽
石
塚

巧

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式

会
社

専
務
取
締
役

▽
中
込

秀
明

富
士
電
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

▽
松
本
伸
一
郎

株
式
会
社
松
本
商
会

代
表
取
締
役
社
長

▽
佐
藤

誠

株
式
会
社
あ
す
か
ビ

ル
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
社
長

▽
根
岸

節
子

社
会
福
祉
法
人
隼
人

会
ま
き
ば
園

理
事
・
施
設
長

企
業
経
営
者
と
生
徒
・
保
護
者
・

教
員
に
よ
る
四
者
面
談
会
開
催

面談の様子

石塚 巧 キヤノン電子㈱
専務取締役

松本 伸一郎 ㈱松本商会
代表取締役社長

中込 秀明 富士電子㈱
代表取締役社長

佐藤 誠 ㈱あすかビルサービス
代表取締役社長

根岸 節子 社会福祉法人
隼人会まきば園 理事・施設

面談会場の様子

経営者からの質問に答える生徒
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合
同
入
社
式
・
合
同
研
修

会
を
開
催
し
ま
す

昨年の合同入社式の様子

「
不
本
意
非
正
規
」

「
働
き
方
改
革
」で
共
同
宣
言

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

5
月
開
講
講
座
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
前
期
技
能

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

実技試験の様子（機械加工職種）

県
で
は
、
県
内
中
小
企
業
の
若
手
社

員
の
定
着
促
進
を
図
る
た
め
に
、「
県

内
中
小
企
業
新
入
社
員
合
同
入
社
式
・

合
同
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

合
同
入
社
式
で
は
、
上
田
清
司
埼
玉

県
知
事
か
ら
、
新
入
社
員
に
向
け
た
激

励
の
言
葉
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

を
贈
る
と
と
も
に
、
経
済
団
体
や
先
輩

社
員
が
応
援
・
激
励
の
言
葉
を
伝
え
ま

す
。
ま
た
、
箱
根
駅
伝
な
ど
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
、
東
洋
大
学
陸
上
競
技
部
長

距
離
部
門
監
督
の
酒
井
俊
幸
氏
に
よ
る

講
演
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

5
〜
6
月
及
び
9
〜
10
月
に
実
施
す

る
合
同
研
修
会
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
等
の
基
礎
的
な
研
修
や
交
流
会
を
通

じ
て
、
新
入
社
員
同
士
の
交
流
や
仲
間

づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
新
入
社

員
の
職
場
定
着
を
後
押
し
し
ま
す
。

合
同
入
社
式
・
合
同
研
修
会
と
も
に

参
加
費
は
無
料
で
す
。

【
合
同
入
社
式
の
概
要
】

①
内
容

・
知
事
挨
拶

・
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
贈
呈

・
新
入
社
員
代
表
誓
い
の
言
葉

・
経
済
団
体
か
ら
の
挨
拶

・
先
輩
社
員
の
激
励

・
酒
井
俊
幸
氏
に
よ
る
講
演

（
演
題
「
た
す
き
リ
レ
ー
の
そ
の
先
に

見
え
た
も
の
」）

②
日
時

平
成
29
年
4
月
17
日
㈪

午
後
2
時
〜
午
後
3
時
30
分

③
会
場

埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル

（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
）

④
定
員

・
新
入
社
員
等
※
3
0
0
人

・
企
業
関
係
者
、
御
家
族
1

0
0
人
（
申
込
順
）

※
卒
業
後
3
年
程
度
ま
で
の

採
用
者
等
も
含
み
ま
す
。

【
合
同
研
修
会
の
概
要
】

合
同
入
社
式
参
加
者
を
主
な
対
象
に
、

県
内
5
地
域
で
計
2
日
間
の
研
修
を
左

記
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
研
修
終
了
後
に
は
、
仲
間
づ

く
り
を
進
め
る
交
流
会
（
軽
食
付
き
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

①
基
礎
研
修
（
5
〜
6
月
実
施
）

・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本

・
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
交
流
会

な
ど

②
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
（
9
〜
10
月

実
施
）

・
課
題
解
決
と
目
標
設
定

・
チ
ー
ム
に
貢
献
す
る
仕
事
の
進
め
方

・
交
流
会

な
ど

※
合
同
入
社
式
・
合
同
研
修
会
の
詳
細

は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/
a0808/goudou.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

本
年
2
月
16
日
、
知
事
公
館
に
お
い

て
、
埼
玉
県
公
労
使
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
構
成
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
埼
玉
県
経
営
者
協
会
を
は

じ
め
と
す
る
県
内
経
済
団
体
、
労
働
団

体
、
埼
玉
労
働
局
、
県
の
計
8
団
体
の

代
表
者
が
、

非
正
規
雇
用

対
策
や
働
き

方
改
革
に
連

携
し
て
取
り

組
む
こ
と
に

つ
い
て
、「
共

同
宣
言
」
に

署
名
し
、
意

見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

今
後
は
、

「
共
同
宣
言
」
に
基
づ
き
、「
不
本
意

非
正
規
」
の
処
遇
改
善
、
正
規
雇
用
へ

の
登
用
や
、
長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど

「
働
き
方
改
革
」に
つ
い
て
、
公
・
労
・

使
が
共
同
ま
た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
7
）

県
で
は
、
働
い
て
い
る
方
を
対
象
に

実
務
に
役
立
つ
短
期
間
の
技
能
講
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の
ス
キ
ル
を

高
め
た
い
方
や
資
格
取
得
を
目
指
す
方
、

社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
お
考
え
の
企

業
は
ぜ
ひ
御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
講
習
内
容

電
気
工
事
士
筆
記
試
験

準
備
講
習
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
ｐ
ｏ
ｗ
ｅ

ｒ
ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど
多
数

�
実
施
場
所

県
内
高
等
技
術
専
門

校
・
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
講

座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�
受
講
料

2
�
0
0
0
円
〜
6
�
7

0
0
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か

り
ま
す
）

�
申
込
み
期
間

4
月
1
日
〜
10
日

�
講
習
日
程

5
〜
6
月
中
の
2
〜
10

日
間
（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

働
く
人
々
の
有
す
る
技
能
を
検
定
す

る
技
能
検
定
試
験
（
国
家
検
定
）
の
お

知
ら
せ
で
す
。

�
受
検
資
格

製
造
業
や
建
設
業
な
ど
、

該
当
す
る
検
定
職
種
に
関
す
る
実
務

経
験
が
あ
る
人

�
試
験
日
程

平
成
29
年
6
月
5
日
㈪

〜
9
月
10
日
㈰
（
職
種
に
よ
り
異
な

り
ま
す
）

�
受
検
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能

力
開
発
協
会
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

北
浦
和
5
―
6
―
5

埼
玉
県
浦
和

合
同
庁
舎
5
階
）

�
申
請
期
間
等

4
月
3
日
㈪
〜
14
日

㈮
に
同
協
会
へ
提
出

※
技
能
検
定
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

県
産
業
人
材
育
成
課
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く

だ
さ
い
。

https://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/
a0811/kentei/index.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
0
4
8
―
8
2
9
―
2
8
0
2
）

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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「
本
田
技
研
工
業
㈱
埼
玉
製
作
所
寄
居
完
成
車
工
場
視
察
会
＆
合
同

懇
親
会
〜
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
の
革
新
技
術
を
投
入
し
た
『
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
場
』
を
見
学
す
る
」
を
開
催

青
年
経
営
者
部
会

千
葉
・
茨
城
と
の
合
同
例
会

一
二
月
一
九
日
青
年
経
営
者
部
会
の

一
二
月
例
会
が
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に

て
開
催
さ
れ
、
二
六
名
が
参
加
し
た
。

「
先
輩
経
営
者
に
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
」

の
第
三
弾
と
し
て
「
地
域
に
愛
さ
れ
れ

ば
利
益
は
つ
い
て
く
る
〜
客
も
従
業
員

も
幸
せ
に
す
る
人
情
経
営
を
目
指
す

〜
」
と
題
し
て
、
㈱
ハ
イ
デ
イ
日
高
代

表
取
締
役
会
長

神
田

正
氏
に
よ
る

講
演
と
懇
親
会
を
行
っ
た
。

◇
講
演
会
概
要

小
さ
な
ラ
ー
メ
ン
屋
か
ら
始
ま
り
一

大
チ
ェ
ー
ン
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
サ
ク

セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
と
「
人
情
経
営
」
の

考
え
に
基
づ
い
た
経
営
理
念
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

神
田
会
長
は
、
中
学
卒
業
後
、
工
場

勤
務
や
ラ
ー
メ
ン
店
勤
務
の
後
、
二
九

歳
で
独
立
。
二
〇
〇
二
年
に
現
在
の
主

力
業
態
で
あ
る
「
日
高
屋
」
の
展
開
を

開
始
さ
れ
、「
ち
ょ
い
呑
み
」
の
需
要

を
取
り
込
み
、
一
大
ラ
ー
メ
ン
チ
ェ
ー

ン
を
築
き
上
げ
た
。
二
〇
〇
六
年
東
証

一
部
上
場
。
現
在
の
店
舗
数
は
四
〇
一

店
舗
を
数
え
る
。

幼
少
の
頃
か
ら
現
在
ま
で
の
様
々
な

体
験
談
を
数
多
く
挙
げ
「
色
々
な
苦
労

を
し
て
、
色
々
な
恥
を
か
い
て
今
が
あ

る
。
ラ
ー
メ
ン
と
め
ぐ
り
合
っ
て
一
つ

の
こ
と
を
一
生
懸
命
や
っ
た
ら
膨
れ
上

が
っ
た
」
と
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
経
営
に
お
い
て
大
切
な
こ
と

と
し
て「
情
熱
・
や
る
気
」「
決
断
」「
人

が
全
て
（
人
を
大
事
に
す
る
）」「
最
大

の
ラ
イ
バ
ル
は
『
時
代
の
変
化
』（
見

抜
い
て
そ
こ
に
対
応
で
き
る
か
ど
う

か
）」
を
挙
げ
ら
れ
た
。

中
で
も
人
情
経
営
に
関
し
て
は「『
お

客
様
に
感
謝
す
る
気
持
ち
』
が
大
手
と

戦
え
る
武
器
の
一
つ
に
な
る
」
と
触
れ
、

最
後
に
、
今
後
の
展
望
と
し
て
「
一
〇

〇
〇
店
舗
を
目
指
す
。
人
生
後
悔
し
た

く
な
い
」
と
結
ば
れ
た
。

◇
懇
親
会

神
田
会
長
に
も
懇
親
会
に
出
席
い
た

だ
き
、
講
演
の
内
容
に
つ
い
て
更
に
深

く
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
大
変

貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
。
ま
た
、
年
末

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
全
員
が

近
況
報
告
を
行
う
な
ど
、
様
々
な
情
報

交
換
の
機
会
と
な
っ
た
。

◇
参
加
者
感
想

・
神
田
会
長
の
お
人
柄
、
人
格
が
に
じ

み
出
た
素
晴
ら
し
い
講
演
だ
っ
た
。

情
熱
を
持
ち
続
け
る
大
切
さ
が
身
に

し
み
た
。

・「
打
つ
手
は
無
限
に
あ
る
」
と
い
う

言
葉
が
特
に
胸
に
響
い
た
。

・
神
田
会
長
の
謙
虚
さ
と
若
々
し
さ
の

源
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
月
一
九
開
催
の
青
年
経
営
者
部
会

の
千
葉
・
茨
城
と
の
合
同
例
会
は
、
本

田
技
研
工
業
㈱
埼
玉
製
作
所
の
特
別
な

ご
厚
意
に
よ
り
、
寄
居
完
成
車
工
場
に

て
開
催
さ
れ
三
〇
名
が
参
加
し
た
。

埼
玉
県
内
に
は
、
埼
玉
製
作
所
と
し

て
、
本
田
技
研
工
業
㈱
の
中
核
を
支
え

る
拠
点
が
三
箇
所
（
狭
山
完
成
車
工
場
、

小
川
エ
ン
ジ
ン
工
場
、
当
工
場
）
あ
り
、

こ
の
内
二
〇
一
三
年
に
稼
動
し
た
寄
居

完
成
車
工
場
は
、
フ
ィ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ

を
中
心
と
し
た
、
ホ
ン
ダ
の
小
型
車
を

生
産
し
て
お
り
、
年
間
二
五
万
台
の
生

産
能
力
を
持
つ
世
界
の
マ
ザ
ー
工
場
。

ま
た
「
最
も
環
境
負
荷
の
小
さ
い
製
品

を
最
も
環
境
負
荷
の
小
さ
い
工
場
で
作

り
出
す
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
Ｈ
ｏ
ｎ

ｄ
ａ
の
革
新
技
術
を
投
入
し
、
高
効
率

な
生
産
体
質
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
人

と
環
境
に
配
慮
し
た
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
し
て
い
る
。

当
日
は
、
栗
原
志
功
部
会
長
（
㈱
あ

な
た
の
幸
せ
が
私
の
幸
せ
代
表
取
締
役

社
長
）
か
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
次

青
年
経
営
者
部
会一二

月
例
会
開
催

「
先
輩
経
営
者
に
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
」
第
三
弾

㈱
ハ
イ
デ
イ
日
高
代
表
取
締
役
会
長

神
田

正
氏
講
演
会
を
開
催

講演をされる ㈱ハイデイ日高
神田 正会長

貴重な機会を求め多くのメンバーが参加した講演会

「サクセスストリー」と「人情経営」に触れ、会場も沸く例会感想や近況報告で一層懇親を深めた懇親会
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「
変
化
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
の
『
覚
悟
』」
㈱
コ
ミ
ュ

ニ
カ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
＆
Ｆ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
、
元
ア
ッ
プ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表

取
締
役
社
長

山
元
賢
治
氏
講
演
会
を
開
催

青
年
経
営
者
部
会

平
成
二
九
年
新
春
特
別
講
演
会
開
催

に
、
本
田
技
研
工
業
㈱
埼
玉
製
作
所
寄

居
工
場

生
産
業
務
室
総
務
ブ
ロ
ッ
ク

寄
居
総
務
グ
ル
ー
プ
主
任

一
ノ
瀬

壯
氏
よ
り
、
当
工
場
に
関
す
る
概
要
説

明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
寄
居
完
成
車
工

場
の
車
体
生
産
の
流
れ
は
「
プ
レ
ス
↓

溶
接
↓
塗
装
↓
車
体
組
立
完
成
車
検

査
」
を
経
て
出
荷
さ
れ
る
が
、
そ
の
中

で
今
回
の
視
察
で
は
、
多
く
の
ボ
デ
ィ

部
品
を
組
み
合
わ
せ
て
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト

で
接
合
す
る
「
溶
接
工
程
」、
エ
ン
ジ

ン
等
の
様
々
な
部
品
が
組
み
込
ま
れ
て

完
成
車
と
な
る
「
組
立
工
程
」
を
見
学

し
た
（
工
場
見
学
の
概
要
は
以
下
の
通

り
）。
見
学
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

◇
工
場
見
学
の
概
要

□
溶
接
工
程

溶
接
工
程
で
は
、
イ
ン
ナ
ー
フ
レ
ー

ム
溶
接
・
ア
ウ
タ
ー
結
合
溶
接
な
ど
を

見
学
。
骨
組
み
だ
っ
た
車
体
に
外
板
が

取
り
付
け
ら
れ
、
時
に
十
数
台
も
の
溶

接
ロ
ボ
ッ
ト
が
同
時
に
か
つ
瞬
時
に
接

合
す
る
様
子
は
、
飛
び
散
る
火
花
と
共

に
大
変
な
迫
力
が
あ
り
「
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ

革
新
技
術
が
投
入
さ
れ
た
工
場
」
で
あ

る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

□
組
立
工
程

組
立
工
程
で
は
、
溶
接
工
程
と
は
異

な
り
多
く
の
人
が
作
業
を
し
て
い
た
が
、

ラ
イ
ン
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
様
々
な
部

品
が
す
ば
や
く
取
り
付
け
ら
れ
て
い
く

様
子
を
見
学
し
た
。
ま
た
、
こ
の
組
立

棟
は
、
天
井
や
床
に
設
置
さ
れ
た
照
明

に
よ
り
、
全
体
的
に
明
る
く
「
人
に
優

し
い
環
境
と
自
動
化
に
よ
る
高
効
率
生

産
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
よ
く
伝
わ

る
環
境
と
な
っ
て
い
た
。

◇
懇
親
会

視
察
後
は
場
所
を「
と
ん
か
つ
三
峰
」

に
移
し
、
三
県
合
同
で
交
流
を
深
め
る

懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
開
宴
に
あ
た
っ

て
各
県
の
代
表
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
は
千
葉
・
茨
城
・
埼
玉
の
各
青

年
部
会
員
同
士
（
千
葉
は
経
営
者
協
会

会
員
）
で
、
視
察
会
の
感
想
や
近
況
を

述
べ
合
い
、
互
い
に
懇
親
を
深
め
た
。

最
後
は
、
茨
城
県
経
営
者
協
会
青
年
経

営
研
究
会
直
前
会
長
の
磯
﨑
寛
也
氏
よ

り
閉
宴
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
今
後

も
近
県
の
青
年
部
同
士
で
連
携
を
深
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
盛
会
の

う
ち
に
終
了
と
な
っ
た
。

二
月
七
日
青
年
経
営
者
部
会
の
平
成

二
九
年
新
春
特
別
講
演
会
が
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
に
て
開
催
さ
れ
、
九
〇
名
が

参
加
し
た
。

「
変
化
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー

ダ
ー
の
『
覚
悟
』」
と
題
し
て
、
㈱
コ

ミ
ュ
ニ
カ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
＆
Ｆ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
、

元
ア
ッ
プ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役

社
長

山
元
賢
治
氏
の
講
演
と
、
書
籍

販
売
会
＆
サ
イ
ン
会
、
そ
し
て
懇
親
会

を
行
っ
た
。

◇
特
別
講
演
会
概
要

山
元
氏
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ

ズ
か
ら
直
接
指
名
を
さ
れ
て
ア
ッ
プ

ル
・
ジ
ャ
パ
ン
の
代
表
取
締
役
社
長
に

就
任
し
、
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
ビ
ジ
ネ
ス
立
ち
上

げ
か
ら
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
日
本
市
場
に

送
り
出
す
ま
で
、
国
内
の
最
高
責
任
者

と
し
て
ア
ッ
プ
ル
の
復
活
に
大
き
く
貢

献
し
、
日
本
に
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
旋
風
を
巻

き
起
こ
し
た
伝
説
の
経
営
者
。

講
演
で
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
に

お
け
る
日
本
企
業
の
現
状
」「
今
後
の

日
本
経
済
の
復
活
の
方
向
」そ
し
て「
こ

れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
が
持
つ
べ
き
新
し

い
世
界
の
常
識
や
覚
悟
」
と
い
っ
た
、

変
化
が
常
態
化
し
た
日
本
の
企
業
経
営

者
に
必
要
な
方
法
論
や
持
つ
べ
き
覚
悟

に
関
し
て
、常
に
厳
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
・

カ
ン
パ
ニ
ー
の
経
営
現
場
で
培
っ
て
き

た
経
験
や
知
識
を
交
え
た
お
話
が
語
ら

れ
た
。

具
体
的
に
は
「
猛
烈
な
好
奇
心
を
持

つ
〜
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
の
共
通
点
（
目

の
前
に
あ
る
平
等
の
チ
ャ
ン
ス
に
対
し

て
常
に
好
奇
心
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡

ら
せ
、
情
報
や
チ
ャ
ン
ス
を
自
分
の
も

の
に
す
る
）」「
瞬
断
〜
瞬
断
す
る
た
め

の
勇
気
・
瞬
断
す
る
た
め
の
情
報
量（
リ

ー
ダ
ー
の
ほ
と
ん
ど
の
仕
事
は
意
思
決

千葉・茨城・埼玉から30名が参加工場見学に向かう参加者

見学後は多くの質問が寄せられた近隣3県での合同懇親会で交流を深めた

―33―



定
で
あ
り
、
瞬
断
で
き
る
だ
け
の
情
報

収
集
や
訓
練
、
勉
強
が
必
要
）」
等
、

数
多
く
の
「
変
化
の
時
代
に
求
め
ら
れ

る
リ
ー
ダ
ー
の
覚
悟
」
に
関
し
て
熱
く

語
っ
た
。

参
加
者
は
そ
の
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
聴
講
し「
伝
説

の
経
営
者
」か
ら「
き
づ
き
・
し
げ
き
・

げ
ん
き
」
を
得
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
。ま

た
、
講
演
後
の
書
籍
販
売
会
＆
サ

イ
ン
会
で
は
、
講
演
で
得
た
気
づ
き
を

さ
ら
に
深
め
よ
う
と
、
書
籍
を
買
い
求

め
る
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。

◇
懇
親
会

懇
親
会
で
は
、
冒
頭
、
母
体
組
織
で

も
あ
る
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長
の
上

條
正
仁
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
「
変
化

を
過
剰
に
心
配
せ
ず
に
、
経
営
者
と
し

て
は
あ
る
意
味
楽
観
主
義
で
、
勇
気
を

も
っ
て
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
実
行

を
進
め
て
い
く
と
い
う
一
年
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
期
待
を
し
て
い
ま
す
」

と
い
っ
た
内
容
の
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
懇
談
で
は
、

当
日
入
会
を
さ
れ
た
㈱
ハ
ー
ツ
テ
ッ
ク

埼
玉
代
表
取
締
役
の
地
野
章
夫
氏
よ
り
、

入
会
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
参
加

さ
れ
た
経
営
者
協
会
会
員
の
代
表
者
の

皆
様
と
青
年
部
メ
ン
バ
ー
と
で
懇
親
を

深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

※
青
年
部
入
会
に
関
し
て

青
年
部
で
は
、
毎
月
行
う
例
会
へ
の

オ
ブ
ザ
ー
ブ
参
加
を
随
時
受
付
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、

例
会
内
容
や
部
会
の
雰
囲
気
等
実
際
に

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
れ
ば
幸
い
で
す
。

部
会
員
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ：

青
年
部
事
務
局

町
田
）

現
在
、
政
府
の
「
働
き
方
改
革
」
政
策
の

中
心
の
一
つ
は
「
長
時
間
労
働
の
是
正
」
で

あ
る
。

そ
し
て
、
政
府
の
「
長
時
間
労
働
削
減
推

進
本
部
」
は
、「
違
法
な
長
時
間
労
働
を
許

さ
な
い
取
組
の
強
化
」
と
し
て
、
企
業
向
け

に
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、「
新
労
働
時

間
の
適
正
な
把
握
の
た
め
に
使
用
者
が
講
ず

べ
き
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
規
定
し
、
平
成
二

九
年
一
月
一
〇
日
か
ら
実
施
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
法
令
の
定
め
で

は
な
く
、
労
働
基
準
監
機

関
を
通
じ
た
行
政
指
導
の

基
準
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、「
労
働
基
準
法

に
お
い
て
は
、
労
働
時
間
、

休
日
、
深
夜
業
等
に
つ
い

て
規
定
を
設
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
使
用
者
は
、
労

働
時
間
を
適
正
に
把
握
す
る
な
ど
適
正
に
管

理
す
る
責
務
を
有
し
て
い
る
。」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
責
務
と
は
国
に
対
す
る

公
法
上
の
義
務
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
回
定
め
ら
れ
た
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
特

徴
は
、
労
働
時
間
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
し

た
点
で
あ
る
。
労
基
法
で
は
、「
労
働
時
間

と
は
何
か
」
と
い
う
定
義
は
定
め
ら
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
か
ら
、「
労
働
時
間
と
は
、
使

用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
い
る
時
間

の
こ
と
を
い
い
、
使
用
者
の
明
示
又
は
黙
示

の
指
示
に
よ
り
労
働
者
が
業
務
に
従
事
す
る

時
間
は
労
働
時
間
に
当
た
る
」
と
し
、「
な

お
、
労
働
時
間
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
労

働
契
約
、
就
業
規
則
、
労
働
協
約
等
の
定
め

の
い
か
ん
に
よ
ら
ず
、
労
働
者
の
行
為
が
使

用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
た
も
の
と
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
よ
り
客
観

的
に
定
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
客

観
的
に
見
て
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か

れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
労

働
者
の
行
為
が
使
用
者
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
、

又
は
こ
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
等
の
状

況
の
有
無
等
か
ら
、
個
別
具
体
的
に
判
断
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。」
と
最
高
裁
判
決

（
平
成
一
二
・
三
・
九
第
一
小
法
廷
）
を
引

用
し
て
定
め
た
。

ま
た
、
労
働
時
間
の
把
握
方
法
と
し
て
旧

基
準
は
原
則
と
し
て
、
三
つ
の
把
握
方
法
を

定
め
て
い
た
が
、
そ
の
方
法
に
変
わ
り
が
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
を
充
実
し
、
明
白

化
し
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
自
己
申
告
制
に

よ
る
場
合
に
つ
い
て
、「
事
業
場
内
に
い
た

時
間
の
分
か
る
デ
ー
タ
を
有
し
て
い
る
場
合

に
、
労
働
者
か
ら
の
自
己
申
告
に
よ
り
把
握

し
た
労
働
時
間
と
当
該
デ
ー
タ
で
分
か
っ
た

事
業
場
内
に
い
た
時
間
と
の
間
に
著
し
い
乖

離
が
生
じ
て
い
る
と
き
に
は
、
実
態
調
査
を

実
施
し
、
所
要
の
労
働
時
間
の
補
正
を
す
る

こ
と
。」
な
ど
踏
み
込
ん
で
定
め
た
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
労
働
時
間
の
把
握

方
法
で
あ
り
、「
タ
イ
ム
カ
ー
ド
、
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
、
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
時
間
の
記
録
等
の

客
観
的
な
記
録
を
基
礎
と
し
て
確
認
し
、
適

正
に
記
録
す
る
こ
と
。」
と
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
打
刻
時
間
が
そ
の
ま
ま
労
働
時
間
と

な
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
事
業
所
へ

の
入
場
・
退
場
の
記
録
で
あ
り
、
こ
れ
を
基

礎
と
す
る
「
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か

れ
た
」
時
間
を
確
認
し
、
記
録
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
例
え
ば
始
業
時
刻
の
起
算
は
一
般

的
に
早
め
に
出
勤
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
か

ら
、
早
出
残
業
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
情
が

な
い
以
上
、
打
刻
時
刻
で
は
な
く
、
原
則
と

し
て
所
定
始
業
時
刻
か
ら
と
な
る（
平
二
五
・

二
・
二
八
東
京
地
裁
判
決
）。

新
労
働
時
間
把
握

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

弁
護
士

安
西

�

青年経営者部会
新部会員のご紹介

株式会社 ハーツテック埼玉
ち の ふみ お

代表取締役 地野 章夫 様
プラスチックボトル・キャップ製
造業 包装機会輸入販売業
事業所所在地 〒331－0821

埼玉県さいたま市
北区別所町63－3

講演をされる山元賢治氏母体である経営者協会からも多くの経営者が参加した

講演後の書籍販売会＆サイン会は大盛況懇親会で来賓挨拶をされる
経営者協会上條会長
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成成立立

一
月
一
一
日
〜
三
月
二
二
日

◆
一
・
一
一

新
年
会
員
懇
談
会
（
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
・
一
二

第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会（
Ｊ

Ｏ
Ｃ
�
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

◆
一
・
一
九

第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
四

第
一
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
一

第
五
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
（
県

立
上
尾
特
別
支
援
学
校
）

◆
二
・
三

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー

ド
表
彰
式
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
二
・
六

労
働
法
実
務
対
策
講
座
第
二

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
七

西
部
地
区
協
議
会
（
丸
広
百

貨
店
）

◆
二
・
二
〇

中
部
地
区
協
議
会
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
一

北
部
地
区
協
議
会
（
マ
ロ

ウ
ド
イ
ン
熊
谷
）

◆
二
・
二
二

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公

開
講
座
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
二
・
二
四

南
部
地
区
協
議
会
（
川
口

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア
）

◆
三
・
一

第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
六

第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
七

第
三
〇
回
生
き
生
き
職
場
体

験
交
流
の
集
い
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
七

第
四
回
人
事
労
務
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
二
二

理
事
会（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
）

事
業
だ
よ
り

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

●お問い合わせ �048‐564‐3880（代表）（土・日・祝日休）
ものつくり大学 ものつくり研究情報センター
コーディネータ 柳瀬 貞春 E-Mail : mric@iot.ac.jp

主な支援内容

強み・弱み
の分析・評価

品質の作り込み化と
歩留向上

在庫削減と
リードタイムの短縮

設備稼動効率化、
段取り時間短縮

生産管理のしくみ改革、
システム構築

生産性を考慮した
製品設計改善

ものつくり大学が、中小企業の現場活性化支援！
低廉な費用

月4回、アドバイザー（1人）
が支援する場合、
月額で80,000円程度

中小企業

現場改善による生産性向上

〔例〕・収益力の向上
・事業規模の拡大
・人材採用の拡大

支援要請

実務支援

ものづくり生産現場のあらゆる
ムダ排除による生産性向上を
経験豊富なアドバイザーが
実務支援します。

ものつくり大学

ものつくり研究情報センター

担当教員（製造学科 教員）

現場支援アドバイザー

お気軽にご相談ください

現場改善の
ベテラン

登録

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
新
入
社
員
研
修

日
時

四
月
四
日
㈫
・
五
日
㈬
九
時
三
〇
分

〜
一
六
時
四
十
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師

古
澤
美
奈
子
氏
・
遠
藤
康
子

氏

★
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

四
月
七
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

チ
ー
ム
の
可
能
性
を
最
大
限
引
き
出

し
組
織
を
成
功
に
導
く
た
め
の『
七

つ
の
習
慣
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
』」

講
師

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
コ
ヴ
ィ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
㈱
取
締
役
副
社
長

竹
村
富
士

徳
氏

★
理
事
会
・
幹
事
会

日
時

四
月
一
三
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜
一

八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

議
案
、
講
演
会
、
懇
親
会

講
師

立
正
大
学
経
済
学
部
教
授
（
東
京
大

学
名
誉
教
授
）

吉
川

洋
氏

★
第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

日
時

四
月
一
四
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

明
日
を
担
う
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

す
る
〜
女
性
管
理
職
誕
生
！
ご
本
人

な
ら
九
〇
日
間
で
何
を
行
い
ま
す

か
？
上
司
な
ら
ど
ん
な
育
成
を
し
ま

す
か
？
〜

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

加
地
照
子

氏

★
平
成
二
九
年
度
埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要

施
策
説
明
会

日
時

四
月
一
九
日
㈬
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明

会

★
管
理
者
の
た
め
の
仕
事
の
渋
滞
解
消
術

日
時

四
月
二
〇
日
㈭
九
時
三
〇
分
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

仕
事
の
渋
滞
を
解
消
し
職
場
の
生
産

性
向
上
を
実
現
す
る
〜
仕
事
の
渋
滞

解
消
術
を
一
日
で
マ
ス
タ
ー
す
る
〜

講
師

㈱
人
材
育
成
社
取
締
役

芳
垣
玲
子

氏

★
平
成
二
九
年
度
定
時
総
会

日
時

五
月
一
〇
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜
一

八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

平
成
二
八
年
度
決
算
・
事
業
報
告
、

平
成
二
九
年
度
予
算
・
事
業
報
告

講
師

㈱
日
本
人
材
機
構

代
表
取
締
役
社

長

小
城
武
彦
氏

★
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

五
月
一
五
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

「
安
保
論
争
」
〜
日
本
で
は
な
ぜ
奇

妙
な
「
正
義
」
が
ま
か
り
通
る
の
か

〜

講
師

慶
応
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

細
谷

雄
一
氏

★
第
四
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦
会
員
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会

日
時

六
月
二
日
㈮
八
時
二
八
分
ス
タ
ー
ト

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
豊
岡
コ
ー

ス

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

社
会
保
険
労
務
士
法
人
あ
お
ば
関
口
事
務
所

所
長

関
口

光
英

秩
父
市
桜
木
町
九
―
一
五

国
土
ビ
ル
2

0
1

電
話
〇
四
九
四
―
二
五
―
〇
四
九
七

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
五
名

社
会
保
険
労
務
士
業
、
労
務
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
給
与
計
算
代
行

㈱
和
泉
家
石
材
店

代
表
取
締
役

青
野

明
男

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
大
字
御
蔵
二
一
八
―

一
〇

電
話
〇
四
八
―
六
八
五
―
五
九
八
〇

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
一
五
名

石
材
加
工
販
売

㈱
エ
イ
チ
ワ
ン

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員

金
田

敦

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
一
一
―

五電
話
〇
四
八
―
六
四
三
―
〇
〇
一
〇

（
資
）
四
十
三
億
六
千
六
百
万
円

（
従
）
一
三
〇
〇
名

自
動
車
部
品
製
造

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
㈱
北
関
東
営

業
所営

業
所
長

矢
野

啓
治

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
九
―
二
〇
―
一

九

Ｎ
Ｔ
Ｔ
北
浦
和
ビ
ル
2
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
八
一
四
―
二
七
六
三

（
資
）
一
億
円

（
従
）
四
四
名

情
報
通
信
業
（
1
�
法
人
層
に
対
す
る
ボ

イ
ス
系
・
Ｉ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
業
務
、
2
�
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
、ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
、Ｉ
Ｐ
電

話
等
の
販
売
支
援
、
3
�
Ｎ
Ｔ
Ｔ

Ｃ
ｏ

ｍ
販
売
代
理
店（
多
店
舗
系
代
理
店
等
）に

対
す
る
Ｉ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
支
援
等
）

欧
米
自
動
車
㈱

代
表
取
締
役

杉
田

裕
一

上
尾
市
上
野
三
三
―
一

電
話
〇
四
八
―
七
八
三
―
五
五
四
五

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
八
名

輸
入
・
国
産
自
動
車
及
び
自
動
車
部
品
の

輸
入
、
販
売
並
び
に
修
理

オ
リ
ジ
ン
電
気
㈱

代
表
取
締
役
社
長

妹
尾

一
宏

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
一
一
―
二
明

治
安
田
生
命
さ
い
た
ま
新
都
心
ビ
ル
13
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
七
五
五
―
九
七
一
一

（
資
）
六
十
一
億
三
百
二
十
五
万
円

（
従
）
一
二
一
五
名

電
源
機
器
、
半
導
体
デ
バ
イ
ス
、
精
密
機

構
部
品
、
シ
ス
テ
ム
機
器
及
び
合
成
樹
脂

塗
料
の
製
造
販
売

㈲
古
浦
産
業

代
表
取
締
役

古
浦

博
一

本
庄
市
児
玉
町
児
玉
南
一
―
一
〇
―
二
四

電
話
〇
四
九
五
―
七
三
―
三
九
五
五

（
資
）
一
千
四
百
万
円

（
従
）
九
名

内
装
仕
上
工
事
、
そ
の
他

大
栄
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
㈱

代
表
取
締
役

佐
々
木

茂

中
央
区
日
本
橋
室
町
一
―
一
―
八

電
話
〇
三
―
三
二
四
四
―
五
五
八
五

（
資
）
九
千
五
百
万
円

（
従
）
一
〇
名

不
動
産
の
売
買
・
仲
介
、
不
動
産
証
券
化

フ
ァ
ン
ド
等
へ
の
出
資
他

田
中
建
設
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

釆
澤

和
義

港
区
新
橋
四
―
二
四
―
一
一

電
話
〇
三
―
三
四
三
三
―
七
九
六
一

（
資
）
四
千
八
百
万
円

（
従
）
六
二
名

解
体
工
事
業

中
里
建
設
㈱

代
表
取
締
役

中
里

昱
夫

東
松
山
市
松
本
町
一
―
二
―
六

電
話
〇
四
九
三
―
二
二
―
一
二
一
一

（
資
）
一
億
円

（
従
）
四
三
名

総
合
建
設
業

㈱
ハ
ー
ツ
テ
ッ
ク
埼
玉

代
表
取
締
役

地
野

章
夫

さ
い
た
ま
市
北
区
別
所
町
六
三
―
三

電
話
〇
四
八
―
六
六
二
―
五
一
八
五

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
四
名

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
業

㈱
三
ヶ
島
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

荻
野

敏
行

所
沢
市
糀
谷
一
七
三
八

電
話
〇
四
―
二
九
四
八
―
一
二
六
一

（
資
）
四
千
六
百
八
十
万
円

（
従
）
八
五
名

輸
送
機
器
部
品
製
造
、
自
転
車
用
ペ
ダ
ル

及
び
自
動
車
部
品

〈
代
表
者
変
更
〉

ｅ
・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
㈱

代
表
取
締
役

高
橋

利
憲
（
旧

小
柳

昭
）

㈱
三
榮
建
設

代
表
取
締
役

松
元

千
壽
子
（
旧

松
元

三
郎
）

む
さ
し
の
カ
ー
ド
㈱

取
締
役
社
長

加
藤

正
彦
（
旧

木
村

健
司
）

〈
住
所
変
更
〉

ｅ
・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
㈱

さ
い
た
ま
市
北
区
奈
良
町
三
二
―
六

う

い
ず
ク
リ
ニ
ッ
ク
大
宮
2
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
二
―
二

一
四
―
三
）

㈱
日
中
医
療
福
祉
支
援
機
構

さ
い
た
ま
市
北
区
奈
良
町
三
二
―
六

う

い
ず
ク
リ
ニ
ッ
ク
大
宮
2
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
上
小
町
四
六

八
―
二
〇
六
）
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廣
澤
健
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電
話
〇
四
八‐

六
四
七‐

四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五‐

八‐

三
六

告 知 版会員の動き
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